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Ⅰ 認証評価結果 

 

九州工業大学は、大学設置基準をはじめ関係法令に適合し、大学評価・学位授与機構が

定める大学評価基準を満たしている。 

 

主な優れた点として、次のことが挙げられる。 

○ 平成17年度文部科学省現代ＧＰに採択された「学生と地域から展開する体験型理数学習開発」により、

全学共同教育研究施設である「理数教育支援センター」を設置し、子供の理科離れ現象解消策の一環と

して地域貢献活動を実施している。 

○ 英語教育を重視し、ＴＯＥＩＣ受験を推奨し、単位認定化あるいは受験の義務化を実施し、学生が受

験しやすいように受験料の半額を補助している。 

○ 九州歯科大学大学院と連携し、歯学と工学を融合した学際的教育研究分野の教育研究を展開するため

の連携歯工学分野の授業科目を開講している。 

○ 平成19年度文部科学省特色ＧＰに採択された「学生自身の達成度評価による学修意識改革」により、

ポートフォリオを用いた学生自身の「学修自己評価システム」で学修の自己管理意識改革を進めている。 

○ 平成18年度文部科学省現代ＧＰに採択された「地域環境再生のための地域支援型実習の展開」により、

社会と連携したフィールド型の授業科目を配置している。 

○ 平成18、19年度文部科学省「大学教育の国際化推進プログラム（海外先進教育実践支援）」に採択さ

れた「国際汎用性と通用性のある情報技術者教育」により、欧米の大学の先進的な実情を調査し、ＰＢ

Ｌ教育等に反映させている。 

○ 平成19年度文部科学省大学院ＧＰに採択された「モジュール積み上げ方式の分野横断型コース」によ

り、情報工学府では学際的な知識と技能を習得することを目指したプログラムを開発し、教育成果が得

られている。 

○ 平成19年度文部科学省大学院ＧＰに採択された「グローバル研究マインド強化教育プログラム」によ

り、生命体工学研究科では国際マインド強化を図り豊かな国際感覚と幅広い専門知識を育成している。 

○ 平成18年度文部科学省「「魅力ある大学院教育」イニシアティブ」に採択された「出稽古修行型の分

野横断研鑽システム」により、生命体工学研究科では研究室間の流動性が高まり、開かれた教育・研究

環境を実現している。 

○ 平成18年度文部科学省「先導的ＩＴスペシャリスト育成推進プログラム」に採択された「次世代情報

化社会を牽引するＩＣＴアーキテクト育成プログラム」により、情報工学府では実践的な教育を実施し

ており教育効果が得られている。 

○ 平成20年度文部科学省「戦略的大学連携支援事業」に採択された「北九州学術研究都市連携大学院に

よるカーエレクトロニクス高度専門人材育成拠点の形成」により、生命体工学研究科では北九州市立大

学大学院、早稲田大学大学院と共同プログラム（授業科目の開設・単位互換）を実施している。 

○ 各部局で指導教員制を実施し、学習成果自己評価シート（ポートフォリオ）を用いて指導教員が学生

と年２回の面談等を行い、学生の学習・生活全般について状況を把握、指導している。 

 

主な改善を要する点として、次のことが挙げられる。 

○ 大学院博士前期課程の学府においては、入学定員超過率が高い。 
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Ⅱ 基準ごとの評価 

基準１ 大学の目的 

１－１ 大学の目的（教育研究活動を行うに当たっての基本的な方針、達成しようとしている基本的な

成果等）が明確に定められており、その内容が、学校教育法に規定された、大学一般に求められ

る目的に適合するものであること。 

１－２ 目的が、大学の構成員に周知されているとともに、社会に公表されていること。 

 

【評価結果】 

基準１を満たしている。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

１－１－① 大学の目的（学部、学科又は課程の目的を含む。）が、明確に定められ、その目的が、学校教育法第 83 条に

規定された、大学一般に求められる目的から外れるものでないか。 

開学以来、「技術に堪能（かんのう）なる士君子」を養成するという理念を掲げ、これを国際社会の中

で実現しようとしている。具体的には大学の目的として学則第１条に、「九州工業大学は、工学に係る専門

の学芸を教授研究するとともに、幅広く深い教養及び総合的な判断力並びに豊かな人間性を涵養し、科学・

技術に精通した有為な人材の養成を通じて、文化の向上及び社会の発展に寄与することを目的とする。」と

定められており、これは学校教育法第83条に規定された大学一般に求められる目的に適合する。また、各

学部の人材養成の目標を学則第２条に定めている。 

これらのことから、目的が明確に定められ、その目的が、学校教育法に規定された大学一般に求められ

る目的から外れるものでないと判断する。 

 

１－１－② 大学院を有する大学においては、大学院の目的（研究科又は専攻の目的を含む。）が、明確に定められ、その

目的が、学校教育法第99条に規定された、大学院一般に求められる目的から外れるものでないか。 

大学院の目的については、学則第 38 条において「大学院は、学術の理論及び応用を教授研究するとと

もに、高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い、もって、わが国の

産業の発展と科学技術の進歩に寄与することを目的とする。」と定めている。また、２学府１研究科の人材

育成の目標は学則第39条に定められており、これらは学校教育法第99条に規定された大学院一般に求め

られる目的に適合する。 

これらのことから、大学院の目的が明確に定められ、その目的が、学校教育法に規定された大学院一般

に求められる目的から外れるものでないと判断する。 

 

１－２－① 目的が、大学の構成員（教職員及び学生）に周知されているとともに、社会に広く公表されているか。 

目的等は、ウェブサイト、大学概要、学生便覧等により、教職員及び学生に周知が図られている。 

学生に対しては、教育目標等を記載した学生便覧、シラバス等を配付するとともに、新入生オリエンテー

ションで説明し周知を図っている。職員に対しては、学内のグループウェア等に学則を掲載することで周

知を図っている。 

また、オープンキャンパス、進学説明会等での資料配布・説明や「学則」、「基本理念」、「基本方針」、

及び「アクション・プラン」をウェブサイト等へ掲載することで学内外へ広く公表している。 
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これらのことから、目的が大学の構成員に周知されているとともに、社会に広く公表されていると判断

する。 

 

以上の内容を総合し、「基準１を満たしている。」と判断する。 
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【評価結果】 

基準２を満たしている。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

２－１－① 学部及びその学科の構成（学部、学科以外の基本的組織を設置している場合には、その構成）が、学士課程

における教育研究の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

当該大学の学士課程は、工学部６学科（機械知能工学科・建設社会工学科・電気電子工学科・応用化学

科・マテリアル工学科・総合システム工学科）12コース（機械工学コース・宇宙工学コース・知能制御工

学コース・建築学コース・地域環境デザインコース・都市再生デザインコース・システムエレクトロニク

スコース・電気エネルギーコース・電子デバイスコース・応用化学コース・マテリアル工学コース・総合

システム工学コース）、及び情報工学部５学科（知能情報工学科・電子情報工学科・システム創成情報工学

科・機械情報工学科・生命情報工学科）から構成されている。 

工学部は「ものづくり」社会を担う国際性豊かで基礎学力を備えた人材養成を目的としており、平成20

年度には社会の変化に対応するため部分的な改組を行っている。 

情報工学部は情報を基軸とする科学技術分野において、基礎技術力を持ち国際的に通用する人材の養成

を目的とし、ハードウエア、ソフトウエア及びその関連分野からなる学科構成を行っている。 

これらのことから、学部及びその学科の構成が目的を達成する上で適切なものとなっていると判断する。 

 

２－１－② 教養教育の体制が適切に整備され、機能しているか。 

 当該大学は、それぞれ遠隔にある３キャンパスを持ち、そのうち２キャンパスに工学部と情報工学部の

２学部がありそれぞれ教養教育を行っている。 

 教養教育は人間科学系教員の担当する人間科学科目教育と、基礎科学研究系及び各研究系教員が担当す

る自然科学科目教育からなる。 

 教養教育の企画・実施や改善については、工学部ではそれぞれ教務委員会、教育運営改善会議が当たり、

情報工学部では、教育委員会、学務委員会が企画・実施を担当し、教育改善委員会、ファカルティ・ディ

ベロップメント（以下「ＦＤ」という。）委員会が改善を担当している。また、副学長（教育・学生担当）

が委員長となる全学教育委員会が置かれ、学部に分かれた教養教育を全学的に俯瞰し調整する努力が払わ

れている。 

 特に、英語教育についてはＴＯＥＩＣの受験が推奨されており、工学部では単位認定化が、情報工学部

では学生全員の受験を義務化しており、国際性豊かな人材養成に努めている。 

これらのことから、教養教育の体制が適切に整備され、機能していると判断する。 

 

２－１－③ 研究科及びその専攻の構成（研究科、専攻以外の基本的組織を設置している場合には、その構成）が、大学

院課程における教育研究の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

基準２ 教育研究組織（実施体制） 

２－１ 大学の教育研究に係る基本的な組織構成（学部及びその学科、研究科及びその専攻、その他の

組織並びに教養教育の実施体制）が、大学の目的に照らして適切なものであること。 

２－２ 教育活動を展開する上で必要な運営体制が適切に整備され、機能していること。 
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大学院は、教育組織として、博士前期課程と博士後期課程からなる工学府、情報工学府及び生命体工学

研究科により構成されている。工学府は、機械知能工学専攻、建設社会工学専攻、電気電子工学専攻、物

質工学専攻、先端機能システム工学専攻の５専攻11コース（機械工学コース・宇宙工学コース・知能制御

工学コース・建築学コース・地域環境デザインコース・都市再生デザインコース・システムエレクトロニ

クスコース・電気エネルギーコース・電子デバイスコース・応用化学コース・マテリアル工学コース）が、

情報工学府は、情報科学専攻、情報システム専攻、情報創成工学専攻の３専攻５分野（知能情報分野・シ

ステム創成情報分野・生命情報分野・電子情報分野・機械情報分野）が、生命体工学研究科には、生体機

能専攻と脳情報専攻の２専攻が設けられている。 

また、研究組織として、７つの研究系（機械知能工学研究系・建設社会工学研究系・電気電子工学研究

系・物質工学研究系・先端機能システム工学研究系・基礎科学研究系・人間科学系）からなる工学研究院、

同じく７つの研究系（知能情報工学研究系・電子情報工学研究系・システム創成情報工学研究系・機械情

報工学研究系・生命情報工学研究系・情報創成工学研究系・人間科学系）からなる情報工学研究院が設置

されている。 

上記の構成は、平成20年度に社会の進展やニーズへの対応を目的として教育組織と研究組織を見直し、

工学研究科と情報工学研究科について学部・大学院を通じた改組により、組織の機動性・効率性向上に向

けた再編を行った結果である。 

これらのことから、研究科及びその専攻の構成が、目的を達成する上で適切なものとなっていると判断

する。 

 

２－１－④ 別科、専攻科を設置している場合には、その構成が教育研究の目的を達成する上で適切なものとなっている

か。 

該当なし 

 

２－１－⑤ 大学の教育研究に必要な附属施設、センター等が、教育研究の目的を達成する上で適切に機能しているか。

 教育及び研究を担う15の附属施設が設置されている。このうち基本的な教育研究施設として、附属図書

館、情報科学センター、マイクロ化総合技術センター等を設置しており、さらに法人化後世界的水準の先

端研究拠点の形成を目的とした宇宙環境技術研究センター、ネットワークデザイン研究センター、先端金

型センター、バイオマイクロセンシング技術研究センター、エコタウン実証研究センターの５つの研究セ

ンターを設置している。関係する教員はその研究活動を反映させた授業科目を、学部及び学府・研究科に

提供するとともに、卒業研究及び学位論文の研究指導を行っている。なお、先端金型センターでは、大学

院情報工学府情報創成専攻にデジタルエンジニアリングコースを平成20年度に開設している。 

 また、先端研究拠点としての５つのセンターに対しては、その目的に沿って実績を上げ機能しているか

について、学外委員も含めた評価委員会を置き検証を行っている。 

 特徴的なセンターとして、平成17年度に採択された文部科学省「現代的教育ニーズ取組支援プログラム

（現代ＧＰ）」の「学生と地域から展開する体験型理数学習開発－地域ニーズに応える学生参加型創造力

育成プロジェクト－」により、全学共同教育研究施設である「理数教育支援センター」を設置し、地域の

小・中・高等学校の学生を対象としたジュニア・サイエンス・スクール等を年間にわたって開講するなど

当該大学学生の体験型授業をサポートするだけでなく、子供の理科離れ現象解消策の一環として地域貢献

活動を実施している。 

これらのことから、必要な附属施設、センター等が、目的を達成する上で適切なものとなっていると判
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断する。 

 

２－２－① 教授会等が、教育活動に係る重要事項を審議するための必要な活動を行っているか。 

教育研究評議会は毎月１回開催しており、①中期目標についての意見に関する事項（経営に関するもの

を除く。）、②中期計画及び年度計画に関する事項（経営に関するものを除く。）、③学則（経営に関する部

分を除く。）その他の教育研究に係る重要な規則の制定又は改廃に関する事項、④教育職員人事に関する事

項、⑤教育課程の編成に関する方針に係る事項、⑥学生の円滑な修学等を支援するために必要な助言、指

導その他の援助に関する方針に係る事項、⑦学生の入学、卒業又は課程の修了その他学生の在籍に関する

方針又は学位の授与に関する方針に係る事項、⑧教育及び研究の状況について自ら行う点検及び評価に関

する事項、⑨その他教育研究に関する重要事項など、教育研究に関する重要事項を審議している。 

また、各部局の教授会は毎月１回開催しており、①教育・研究指導を行うための教育職員の資格審査に

関する事項、②教育課程の編成に関する事項、③学生の入学又は卒業（修了）その他学生の身分に関する

事項、④学位授与及び学位授与の取消しに関する事項、⑤教育及び運営に関する重要事項など、教育研究

に関する重要事項を審議している。 

これらのことから、教授会等が必要な活動を行っていると判断する。 

 

２－２－② 教育課程や教育方法等を検討する教務委員会等の組織が、適切な構成となっているか。また、必要な回数の

会議を開催し、実質的な検討が行われているか。 

学部教育及び大学院教育の重要事項を審議・検討する委員会として、副学長（教育・学生担当）を委員

長とする全学の教育委員会を設置し、原則月１回開催している。教育委員会は、学部、大学院教育に関す

る方針及び充実に関する事項、部局間の連絡調整等について審議するほか、教育の内容及び方法の改善、

学生の表彰、国際交流等教育に関する重要事項について審議している。 

各学部には、教育企画、運営、教育課程等を審議するため、工学部に教務委員会、情報工学部には学部

教育委員会等を設置している。これらの委員会も原則月１回開催している。また、各学部において、継続

的な教育改善を実施するため教務委員会等と密に連携して、教育改善委員会、ＦＤ委員会、ＪＡＢＥＥ（日

本技術者教育認定機構）対応委員会、評価委員会等が設置されている。なお、大学院においても同様の組

織が設置され運営されている。 

これらのことから、教育課程や教育方法等を検討する組織が適切な構成となっており、実質的な検討が

行われていると判断する。 

 

以上の内容を総合し、「基準２を満たしている。」と判断する。 

 

【優れた点】 

○ 平成 17 年度文部科学省現代ＧＰに採択された「学生と地域から展開する体験型理数学習開発－地

域ニーズに応える学生参加型創造力育成プロジェクト－」により、全学共同教育研究施設である「理

数教育支援センター」を設置し、子供の理科離れ現象解消策の一環として地域貢献活動を実施してい

る。 
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【評価結果】 

基準３を満たしている。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

３－１－① 教員組織編制のための基本的方針を有しており、それに基づいて教員の適切な役割分担の下で、組織的な連

携体制が確保され、教育研究に係る責任の所在が明確にされた教員組織編制がなされているか。 

当該大学では、学部・大学院を通じて全学的な教員組織編制方針を策定しており、これに則り選考基準

に関する細則を定め、教授、准教授、講師及び助教の選考を行っている。具体的には、各部局長の申し出

に基づき、教育研究評議会の下に設置される教育職員選考委員会で検討を行い、教育研究評議会及び役員

会の審議を経て学長が決定している。 

教育に関しては、教育・学生担当副学長が責任者となり、教育委員会を通して各部局の教務委員会等と

連携を取りつつ全学的に進める体制をとっている。研究については、副学長（産学連携担当、研究戦略担

当）が責任者となり、研究・産学連携委員会、研究戦略室と連携を図りつつ全学的に進める体制を構築し

ている。 

教員組織編制の最小単位は、研究院では部門であり、研究科では講座である。また、その部門及び講座

の集合組織として系と専攻があり、系・専攻ごとの運営を円滑に行うため、研究院長・研究科長が任命す

る系長・専攻長が設置されている。 

教育組織編制の最小単位は、学部では学科であり、学府・研究科では専攻である。また、学部において

は学科ごとの運営を円滑に行うため、学部長の推薦に基づき学長が任命する学科長が設置され、学府・研

究科では専攻ごとの運営を円滑に行うため、当該専攻の推薦に基づき学府長・研究科長が任命する専攻長

が設置されている。 

平成 20 年度には、教員の適正配置、適切な役割分担・連携体制の強化のため、学部・大学院の改組を

行っている。さらに、社会的要請の強い分野を強化するため、学長裁量ポストの活用を進めている。 

これらのことから、教員組織編制のための基本的方針を有しており、それに基づいて教員の適切な役割

分担の下で、組織的な連携体制が確保され、教育研究に係る責任の所在が明確にされた教員組織編制がな

されていると判断する。 

 

３－１－② 学士課程において、教育課程を遂行するために必要な教員が確保されているか。また、教育上主要と認める

授業科目には、専任の教授又は准教授を配置しているか。 

学士課程における教員数は次のとおりであり、大学設置基準に定められた必要教員数以上が確保されて

いる。 

基準３ 教員及び教育支援者 

３－１ 教育課程を遂行するために必要な教員が適切に配置されていること。 

３－２ 教員の採用及び昇格等に当たって、適切な基準が定められ、それに従い適切な運用がなされて

いること。 

３－３ 教育の目的を達成するための基礎となる研究活動が行われていること。 

３－４ 教育課程を遂行するために必要な教育支援者の配置や教育補助者の活用が適切に行われてい

ること。 
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・ 工学部：専任133人（うち教授59人）、非常勤91人 

・ 情報工学部：専任97人（うち教授43人）、非常勤28人 

このほかに、教養教育等を担当する教員組織として、 

・ 工学研究院人間科学系：専任18人（うち教授８人）、非常勤46人 

・ 情報工学研究院人間科学系：専任12人（うち教授５人）、非常勤55人 

が配置されている。 

また、各学科が主要と認めている授業科目は、専任の教授又は准教授が担当している。 

これらのことから、必要な教員が確保されており、また、教育上主要と認める授業科目には、専任の教

授又は准教授を配置していると判断する。 

 

３－１－③ 大学院課程（専門職学位課程を除く。）において、必要な研究指導教員及び研究指導補助教員が確保されてい

るか。 

大学院課程における研究指導教員数及び研究指導補助教員数は次のとおりであり、大学院設置基準に定

められた必要教員数以上が確保されている。 

〔博士前期課程〕 

・ 工学府：研究指導教員113人（うち教授59人）、研究指導補助教員９人 

・ 情報工学府：研究指導教員86人（うち教授47人）、研究指導補助教員10人 

・ 生命体工学研究科：研究指導教員35人（うち教授21人）、研究指導補助教員１人 

〔博士後期課程〕 

・ 工学府：研究指導教員74人（うち教授59人）、研究指導補助教員48人 

・ 情報工学府：研究指導教員51人（うち教授45人）、研究指導補助教員45人 

・ 生命体工学研究科：研究指導教員21人（うち教授21人）、研究指導補助教員15人 

これらのことから、必要な研究指導教員及び研究指導補助教員が確保されていると判断する。 

 

３－１－④ 専門職学位課程において、必要な専任教員（実務の経験を有する教員を含む。）が確保されているか。 

該当なし 

 

３－１－⑤ 大学の目的に応じて、教員組織の活動をより活性化するための適切な措置が講じられているか。 

教員の年齢構成は40歳代の教員が他の年代に比較して多少多いものの、極端な偏りはみられない。 

平成 17 年度より、研究、外部資金獲得及び産学連携のいずれかで顕著な業績を上げた若手教員の昇格

を推進するため、「人材登用活性化制度」を設けている。この制度による実績は平成17～20年度に、教授

昇任５人・准（助）教授昇任５人である。また、教員の教育研究活動をより活性化するために、公募制及

び任期制を導入するとともに、外国人及び女性の教員の確保に努めている。 

さらに、教員の教育研究活動等の活性化と質的向上のため、平成 18 年度より教育職員評価を実施して

いる。 

これらのことから、教員組織の活動をより活性化するための適切な措置が講じられていると判断する。 
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３－２－① 教員の採用基準や昇格基準等が明確かつ適切に定められ、適切に運用がなされているか。特に、学士課程に

おいては、教育上の指導能力の評価、また大学院課程においては、教育研究上の指導能力の評価が行われてい

るか。 

教員の採用及び昇任は候補者の教育研究業績書を基に、「教育職員の選考基準に関する細則」に則り審

査が行われている。業績書には教育歴、教育についての抱負等を記述させ、多くの場合面接を行って教育

上あるいは教育研究上の指導能力について評価している。 

これらのことから、教員の採用基準等が明確かつ適切に定められ、適切に運用がなされていると判断す

る。 

 

３－２－② 教員の教育活動に関する定期的な評価が行われているか。また、その結果把握された事項に対して適切な取

組がなされているか。 

教員を対象とした教育等に関する教育職員評価を３年ごとに行う計画で、平成 18 年度に第１回を実施

しており、その評価結果を当該教員に通知している。改善を要すると判断された教員に対しては、「改善計

画書」を部局長に提出させるとともに、各部局で評価結果の分析を行い部局によっては評価結果を参考に

して部局長と教員で面談を行うなど、評価結果を教育改善のための資料として利用している。なお、評価

結果の概要についてはウェブサイトに公表している。 

これらのことから、教員の教育活動に関する定期的な評価が行われており、その結果把握された事項に

対して適切な取組がなされていると判断する。 

 

３－３－① 教育の目的を達成するための基礎として、教育内容等と関連する研究活動が行われているか。 

教員の採用に当たっては、学部、学府・研究科、研究院において各専門分野の教育と研究の関連を重視

し、教育職員選考委員会を設置して適任者を選考している。 

教員の授業科目と本人の研究分野は大学ウェブサイトの「シラバス」や「教員紹介」において公開され

ており、また、学内グループウェアの教員情報データベースにも掲載されていて、それらの関係が示され

ている。 

これらのことから、教育内容等と関連する研究活動が行われていると判断する。 

 

３－４－① 大学において編成された教育課程を遂行するに必要な事務職員、技術職員等の教育支援者が適切に配置され

ているか。また、ＴＡ等の教育補助者の活用が図られているか。 

教育課程を支援する組織として、事務局学務部教育支援課に総務係、教務係、大学院係を置き、全学及

び工学部・工学府の学生の教育全般に関わる業務を支援している。部局においては、情報工学部事務部に

学務係、大学院係を、生命体工学研究科事務部に学務係を置き、部局の教育業務に関する支援を行ってい

る。 

また、技術職員は、工学部においては学科又はセンターに所属し、その他の部局では技術部（技術室）

又はセンターに所属し、各教育課程の実験、演習、講義等における教育を補助している。 

ＴＡについては、学部の実験、実習、演習等の授業科目においてより必要度の高い科目に重点的に配置

し、主に博士前期課程学生を雇用している。 

これらのことから、必要な事務職員、技術職員等の教育支援者が適切に配置されており、ＴＡ等の教育

補助者の活用が図られていると判断する。 
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以上の内容を総合し、「基準３を満たしている。」と判断する。 

 

【優れた点】 

○ 研究、外部資金獲得及び産学連携のいずれかで、顕著な業績を上げた若手教員の昇格を推進するた

め、「人材登用活性化制度」を設けている。 
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【評価結果】 

基準４を満たしている。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

４－１－① 教育の目的に沿って、求める学生像及び入学者選抜の基本方針などの入学者受入方針（アドミッション・ポ

リシー）が明確に定められ、公表、周知されているか。 

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）として、「もの創りの基本となる数学、物理、化学など

の理数系科目に特に興味があり、それらの科目の基礎学力を持っているとともに、国際化に対応できるコ

ミュニケーション能力の習得にも興味を持っている学生を求めます。特に次のような学生の入学を期待し

ます。（１）科学及び技術に強い関心を持つ人、（２）物事をじっくり考え、興味深い現象の発見や問題解

決に意欲を持つ人、（３）新しいことへの興味を持ってもの創りに挑戦したい人」と定めている。 

アドミッション・ポリシーを記載した入学者選抜要項及び学生募集要項を高等学校、予備校等に各

10,000部以上配布しているほか、ウェブサイトにも掲載している。また、オープンキャンパス、高校生・

保護者を対象とした進学説明会、高等学校の進路指導教員を対象とする入試説明会、高等学校訪問等の機

会に大学案内等の資料を配布し、アドミッション・ポリシーの周知に努めている。 

大学院学生のアドミッション・ポリシーについても同様に定められ、大学案内等に公表されているほか、

ウェブサイトに掲載されている。 

これらのことから、入学者受入方針が明確に定められ、公表、周知されていると判断する。 

 

４－２－① 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入方法が採用されており、実質的に

機能しているか。 

学部一般選抜の前期日程では、アドミッション・ポリシーに沿って５教科７科目の大学入試センター試

験を課した上で、個別試験では、数学、理科（物理、化学）を課し総合的な学力に優れた学生を選抜して

いる。後期日程では、４教科６科目（工学部）又は３教科５科目（情報工学部）の大学入試センター試験

を課した上で、個別試験では、数学、理科（物理、化学）を課し、特定の科目に優れた学生を選抜してい

る。 

学部推薦入学試験及び帰国子女特別選抜試験では、大学入試センター試験を免除し出願書類及び数学、

理科等に関する基礎的問題についての口頭試問を含む面接により、修学に必要な基礎学力を備え勉学に強

い意欲を持つ学生を選抜している。 

大学院入学者は４月、10月に受け入れており、博士前期課程・後期課程に対する一般選抜では提出書類、

基礎科目、専門科目及び外国語の筆記試験と専門科目、基礎学力、研究業績、研究計画等についての口述

試験を含む面接により選抜を行っている。 

基準４ 学生の受入 

４－１ 教育の目的に沿って、求める学生像及び入学者選抜の基本方針などの入学者受入方針（アド

ミッション・ポリシー）が明確に定められ、公表、周知されていること。 

４－２ 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入が実施され、機能し

ていること。 

４－３ 実入学者数が、入学定員と比較して適正な数となっていること。 
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 工学府及び生命体工学研究科の博士前期課程入学者選抜については、一般選抜に加え推薦選抜も行って

おり、提出書類の審査及び面接試験の結果を総合的に判断している。 

これらのことから、入学者受入方針に沿って適切な学生の受入方法が採用されており、実質的に機能し

ていると判断する。 

 

４－２－② 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）において、留学生、社会人、編入学生の受入等に関する基本

方針を示している場合には、これに応じた適切な対応が講じられているか。 

外国人留学生、社会人、編入学生の受入に関しては一般学生と同じアドミッション・ポリシーに沿って

選抜を行っている。 

学部の私費外国人留学生特別選抜では、日本留学試験、出願書類、小論文、口頭試問を含む面接により、

科学技術に対する強い興味や意欲を持つ学生を選抜している。また、大学院（４月、10月入学）の外国人

留学生特別選抜においては、提出書類、基礎科目、専門科目及び外国語の筆記又は口述試験を含む面接に

より、博士前期課程又は博士後期課程に必要な基礎学力を有し問題解決能力等を持つ学生を選抜している。 

社会人特別選抜（４月、10月入学）では、博士前期課程・後期課程において提出書類及び口述試験を含

む面接により、それぞれの課程に応じた基礎学力を有し問題解決能力等を持つ学生を選抜している。 

３年次編入学試験では、一般選抜、推薦選抜とも出願書類及び口頭試問を含む面接により、高度技術者

への強い指向を持つ学生を選抜している。 

これらのことから、入学者受入方針に応じた適切な対応が講じられていると判断する。 

 

４－２－③ 実際の入学者選抜が適切な実施体制により、公正に実施されているか。 

全学的な入学者選抜（一般選抜）の実施については、学長を試験実施本部長、教育・学生担当副学長を

試験実施副本部長、学部長を試験場本部長とする実施組織を置き試験実施本部長の統括の下、入学者選抜

を実施している。 

学部、大学院の入試に関する具体的事項については、教育・学生担当副学長を委員長とする全学の入学

試験委員会を設置し、審議・決定を行っている。 

学部の一般選抜に当たっては、全学の入学試験委員会の下に学部入学試験出題・採点等専門部会を置き、

問題作成委員、問題点検委員、答案採点委員及び解答点検委員を置いて入学者の選抜を行っている。 

学部の推薦選抜、編入学試験の実施に当たっては、学部入学試験委員会を置き学部長の統括の下、入試

実施組織を置きそれぞれの責任を明確にし、全学の入学試験委員会で合否判定を行っている。 

大学院の入学者選抜に当たっては、全学の入学試験委員会の下に大学院入学試験専門部会を置くととも

に、各学府・研究科に入学試験委員会等を置き各学府長又は研究科長の責任の下で、入試実施体制を組織

し選抜を実施している。 

これらのことから、入学者選抜が適切な実施体制により、公正に実施されていると判断する。 

 

４－２－④ 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際に行われているかどうかを検証す

るための取組が行われており、その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。 

アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入が実際に行われているかどうかについての検証は、全学

の入学試験委員会の下に設置された学部入学者選抜方法研究専門部会により行われ、それに基づき入学者

選抜方法の改善に取り組んでいる。学部学科ごとに選抜方法や試験に課す科目と、内容、配点、入試区分
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ごとの募集定員等について、入学者の成績追跡と分析等を行いながら改善策を検討し実施している。例え

ば、複数志望制の導入、推薦選抜の重視（入学定員比20％）、一般選抜後期日程の重視（入学定員比32％、

一般選抜比率前期６：後期４）等を実現している。 

しかしながら、学部学科ごとの取組に差異があったため、学部入学者選抜方法研究専門部会において全

学的取組を始めたところであり、平成19年度から全学部学科がＧＰＡ（Grade Point Average）による成

績評価に移行したことを受けて、入試情報データと入学後の成績データの相関を追跡できるデータベース

を学部ごとに作成し、入試区分ごとの選抜方法がアドミッション・ポリシーに沿った学生を受け入れてい

るか等についての相関を調査し、選抜方法の改善を進めている。なお、大学院においても大学院入学試験

専門部会で選抜方法の改善を進めている。 

また、新入生アンケート調査を実施し、当該大学を受験した動機、オープンキャンパス参加の有無など

統計的なデータからアドミッション・ポリシーとの相関性等の分析を行い、学生募集の参考としている。 

これらのことから、入学者受入方針に沿った学生の受入が実際に行われているかどうかを検証するため

の取組が行われており、その結果を入学者選抜の改善に役立てていると判断する。 

 

４－３－① 実入学者数が、入学定員を大幅に超える、又は大幅に下回る状況になっていないか。また、その場合には、

これを改善するための取組が行われるなど、入学定員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

当該大学における平成 17～21 年度の５年間の入学定員に対する実入学者数の比率の平均は、次のとお

りである。 

〔学士課程〕 

・ 工学部：1.04倍 

・ 工学部（３年次編入）：1.27倍 

・ 情報工学部：1.05倍 

・ 情報工学部（３年次編入）：1.18倍 

〔博士前期課程〕 

・ 工学府：1.46倍 

・ 情報工学府：1.36倍 

・ 生命体工学研究科：1.18倍 

〔博士後期課程〕 

・ 工学府：0.99倍 

・ 情報工学府：0.87倍 

・ 生命体工学研究科：0.83倍 

工学府（博士前期課程）、情報工学府（博士前期課程）については入学定員超過率が高い。なお、平成

20年度には学部・大学院の改組に合わせて大学院の博士前期課程・後期課程の収容定員を見直し、博士前

期課程については定員超過の是正を図る観点から入学定員を増加し、博士後期課程については実入学者が

入学定員を下回っていたため、入学定員を減じる措置を講じている。 

これらのことから、入学定員と実入学者数の関係は、大学院課程の一部の学府を除いて適正であると判

断する。 

 

以上の内容を総合し、「基準４を満たしている。」と判断する。 
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【改善を要する点】 

○ 大学院博士前期課程の学府においては、入学定員超過率が高い。 
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【評価結果】 

基準５を満たしている。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

＜学士課程＞ 

５－１－① 教育の目的や授与される学位に照らして、授業科目が適切に配置され、教育課程が体系的に編成されており、

授業科目の内容が、全体として教育課程の編成の趣旨に沿ったものになっているか。 

教育課程は、「工学に係る専門の学芸を教授研究するとともに、幅広く深い教養及び総合的な判断力並

びに豊かな人間性を涵養し、科学・技術に精通した有為な人材の養成を通じて、文化の向上及び社会の発

展に寄与する」という目的を達成するために、各学部において専門学科ごとに「学習・教育目標」を定め、

教養教育（人間科学科目、自然科学科目）及び専門教育の授業科目を適切に配置したカリキュラムによっ

て教育している。また、人間科学科目の語学系科目、体育系科目では学部共通科目として、必修及び選択

必修の区分を指定し、自然科学科目及び専門科目では、それぞれの専門性に合わせて学科ごとに必修及び

選択必修科目を指定している。特に、専門科目については、学部・学科・コースごとに授業科目系統図を

示し、それに沿って教育課程編成を行い系統的に学習が行える仕組みを構築している。 

これらのことから、授業科目が適切に配置され、教育課程が体系的に編成されており、授業科目の内容

が、全体として教育課程の編成の趣旨に沿ったものになっていると判断する。 

 

５－１－② 教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の多様なニーズ、研究成果の反映、学術の発展動向、社

会からの要請等に配慮しているか。 

基準５ 教育内容及び方法 

（学士課程） 

５－１ 教育課程が教育の目的に照らして体系的に編成されており、その内容、水準、授与される学位

名において適切であること。 

５－２ 教育課程を展開するにふさわしい授業形態、学習指導法等が整備されていること。 

５－３ 成績評価や単位認定、卒業認定が適切であり、有効なものとなっていること。 

（大学院課程） 

５－４ 教育課程が教育の目的に照らして体系的に編成されており、その内容、水準、授与される学位

名において適切であること。 

５－５ 教育課程を展開するにふさわしい授業形態、学習指導法等が整備されていること。 

５－６ 研究指導が大学院教育の目的に照らして適切に行われていること。 

５－７ 成績評価や単位認定、修了認定が適切であり、有効なものとなっていること。 

（専門職学位課程） 

５－８ 教育課程が教育の目的に照らして体系的に編成されており、その内容、水準、授与される学位

名において適切であること。 

５－９ 教育課程が当該職業分野における期待にこたえるものになっていること。 

５－10 教育課程を展開するにふさわしい授業形態、学習指導法等が整備されていること。 

５－11 成績評価や単位認定、修了認定が適切であり、有効なものとなっていること。 
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教育課程の編成や授業科目の内容については、グローバル化が進みつつある社会の動向、学術・研究の

傾向、企業・産業界の変化、卒業生のニーズ、在学生からの意見等を反映させる取組を進めている。例え

ば、情報工学部は国際基準に合致した教育制度としてのＪＡＢＥＥ認定を得ており、工学部も認定を目指

し、ＪＡＢＥＥ基準に準じて教育を実施している。また、平成18、19年度に「国際汎用性と通用性のある

情報技術者教育」が文部科学省「大学教育の国際化推進プログラム（海外先進教育実践支援）」の採択を、

平成20年度には「ＰＢＬを基軸とする工学教育プログラム－工学教育環境のトータルデザインと新しいス

タンダードを目指して－」が文部科学省「質の高い大学教育推進プログラム（教育ＧＰ）」の採択を受けて

おり、欧米の大学の先進的な実情を調査し、ＰＢＬ教育等に反映させている。 

産業界の現場を実際に経験させて大学における学習を充実させるインターンシップを実施しており、よ

り発展させた長期インターンシップ事業を九州経済産業局から受託し実施している。 

在学生に対しては、全科目において授業アンケートを実施し、その結果を授業担当者にフィードバック

している。 

また、卒業生と就職先企業にアンケートを実施した結果を受け、英語教育の充実のためＴＯＥＩＣの受

験料の半額を補助し、工学部では単位認定化を実施しており、情報工学部では学生全員の受験を義務化し

ている。 

さらに、学部改組等によるカリキュラム編成の見直しも行っている。また、高等学校での履修状況に配

慮した数学や物理等の授業、技術者養成に欠かせない技術者倫理や情報倫理、知的財産に係る授業科目の

配置、他大学との単位互換、インターンシップの単位化等を実施しているほか、教員免許や各種国家資格

試験に対応した授業科目も編成している。 

また、大学院入門科目を学部高学年次に履修させ、大学院進学へのモチベーションを高める学部・大学

院連携授業を開始している。 

高等専門学校等からの編入学生については、高等専門学校等での履修科目の内容に応じて既修得単位と

して認定している。 

これらのことから、教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の多様なニーズ、研究成果の反

映、学術の発展動向、社会からの要請等に配慮していると判断する。 

 

５－１－③ 単位の実質化への配慮がなされているか。 

年間の修得単位数を制限するＣＡＰ制の採用、シラバスに授業計画、学習到達度、参考書、オフィスア

ワー等を明示し、学生の予習・復習等自己学習の促進、随時レポート課題を与え、小テスト、学期末試験

等を実施することにより単位の実質化を図っている。 

全学的にＧＰＡによる学修自己評価を実施しており、平成19年度には、「学生自身の達成度評価による

学修意識改革－学習成果自己評価シートをベースとする自己評価システムの構築－」が文部科学省「特色

ある大学教育支援プログラム（特色ＧＰ）」に採択され、学生自身が自分の学業を自主管理するポートフォ

リオを用いた「学修自己評価システム」による意識改革を図るとともに、学年担当教員を学科に置き、指

導教員と連携して履修指導、教育指導に当たっている。なお、情報工学部は全学科ＪＡＢＥＥ認定を得て

おり、工学部もＪＡＢＥＥ基準に準じて教育を行っている。 

 このほか、自学自習の支援策として、図書館、教室等の時間外開放、e-ラーニング事業推進室と情報科

学センターの連携により、e-learning教材、英語の自主的学習環境としてＡＬＣネットアカデミーやＶＯ

Ｄ（ビデオオンデマンド）を整備している。 

これらのことから、単位の実質化への配慮がなされていると判断する。 
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５－２－① 教育の目的に照らして、講義、演習、実験、実習等の授業形態の組合せ・バランスが適切であり、それぞれ

の教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされているか。 

教養教育科目及び専門教育科目ともに、講義、演習、実験、実習が適切に配置されている。特に、専門

教育科目の授業形態は授業科目の特性に応じて講義と演習が組み合わされ、実験、実習ともに必修科目と

して指定している。また、演習、実験、実習では、少人数グループ制を採用しＴＡを重点的に配置して教

育効果を高めるよう配慮している。英語についても少人数教育を実施し、習熟度別クラス編成を行ってい

る。 

さらに、工学系総合科目や専門教育科目においては、課題解決能力の育成を図るＰＢＬ科目や、平成18

年度に、文部科学省現代ＧＰに採択された「地域環境再生のための地域支援型実習の展開－参加型プログ

ラムによる地域と技術者教育の活性化－」により、社会と連携したフィールド型の授業科目を配置すると

ともに、一部の科目については短期集中授業による教育効果を狙ったクォーター制を試みている。また、

企業実習やインターンシップを実施し、大学での学習が、産業現場でどのように活かされているかを学ぶ

機会を与えている。 

これらのことから、授業形態の組合せ・バランスが適切であり、教育内容に応じた適切な学習指導法の

工夫がなされていると判断する。 

 

５－２－② 教育課程の編成の趣旨に沿って適切なシラバスが作成され、活用されているか。 

シラバスはそれぞれの科目について、履修対象・時期、単位数、授業概要、授業の目的、授業の位置付

け、キーワード、達成目標、授業計画、評価方法・基準、履修上の注意事項、教科書・参考書、オフィス

アワー等の内容について部局ごとに統一的な様式で記載している。また、各教員は最初の授業の際にシラ

バスの説明を行い、以後シラバスの記載内容に沿って授業を進めている。講義がシラバスに記載されてい

るとおりになされていることは、学生による授業評価アンケートによって確認されている。 

シラバスは学内の学生向けには教務情報システム及び冊子等で、学外向けにはウェブサイトで公開し履

修登録や履修計画に活用されている。 

これらのことから、教育課程の編成の趣旨に沿って適切なシラバスが作成され、活用されていると判断

する。 

 

５－２－③ 自主学習への配慮、基礎学力不足の学生への配慮等が組織的に行われているか。 

全学部において学年担当教員及び指導教員（学生各 10 人程度指導）を指名し、ポートフォリオを用い

た学生自身による「学修自己評価システム」による学修の自己管理意識改革を進めている。また、指導教

員が学生との面談により学生の自主管理情況を把握し、必要に応じて指導するとともに学年担当教員が学

年の全状況を把握している。さらに、シラバスには授業計画内容や参考書等が記載されており、学生が進

んで予習・復習等の自学自習を行うことを可能としている。 

各授業では、課題演習を与えており、自学自習を促す環境としてオフィスアワー、図書館、教室等の時

間外開放、e-learning教材の整備等を行っている。また、推薦入学者に対して、合宿あるいは通信教育に

よる事前リメディアル教育を行っている。さらに、入学後、部分的に学力不足の学生に対して、数学、物

理等の工学基礎科目等で必要に応じた補講や個別指導を実施するとともに、英語については、国際的に通

用する技術者を育成する目的のため、全学生にＴＯＥＩＣのスコアアップを勧め、受験料の半額を補助し、
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工学部では単位認定化を実施しており、情報工学部では学生全員の受験を義務化するなど学生の自主的な

学力向上を支援している。 

これらのことから、自主学習への配慮、基礎学力不足の学生への配慮等が組織的に行われていると判断

する。 

 

５－２－④ 夜間において授業を実施している課程（夜間学部や昼夜開講制（夜間主コース））を置いている場合には、そ

の課程に在籍する学生に配慮した適切な時間割の設定等がなされ、適切な指導が行われているか。 

該当なし 

 

５－２－⑤ 通信教育を行う課程を置いている場合には、印刷教材等による授業（添削等による指導を含む。）、放送授業、

面接授業（スクーリングを含む。）若しくはメディアを利用して行う授業の実施方法が整備され、適切な指導が

行われているか。 

該当なし 

 

５－３－① 教育の目的に応じた成績評価基準や卒業認定基準が組織として策定され、学生に周知されており、これらの

基準に従って、成績評価、単位認定、卒業認定が適切に実施されているか。 

単位の認定及び卒業要件に関する基本的事項は学則において定められており、学部学修細則に単位数、

単位の認定、成績評価及び卒業認定基準の詳細が定められている。また、個々の授業科目の成績評価方法、

基準はシラバスに記載され、それらは学生便覧やウェブサイトを通じて学生に周知されており、入学時の

オリエンテーションや個別指導においても説明され周知されている。さらに、学修細則に定めた成績評価

基準に従って、最終的な合否判定と単位の認定が、各学部の教務委員会等を通し教授会で行われている。 

学生は、教務情報システムから履修科目の合否を含むクラス成績点数の統計分布と、分布上における自

分の位置を確認することができ、採点等に疑義があった場合は、異議申立てをすることができる仕組みを

設けている。 

情報工学部では、卒業認定とＪＡＢＥＥ基準による修了生の認定が連動して実施されている。 

これらのことから、成績評価基準や卒業認定基準が組織として策定され、学生に周知されており、成績

評価、単位認定、卒業認定が適切に実施されていると判断する。 

 

５－３－② 成績評価等の正確さを担保するための措置が講じられているか。 

学部学修細則に、成績評価異議申立制度を定めており、成績評価に利用した試験問題、解答例、配点、

答案、レポート課題、提出レポート等は、成績評価の妥当性を検証するための基礎資料として５年間保存

されている。また、シラバスに成績評価基準が明記され、ウェブサイト等により公開されていることから、

評価に疑問がある履修者は異議申立てをすることができる。 

これらのことから、成績評価等の正確さを担保するための措置が講じられていると判断する。 

 

＜大学院課程＞ 

５－４－① 教育の目的や授与される学位に照らして、教育課程が体系的に編成されており、授業科目の内容が、全体と

して教育課程の編成の趣旨に沿ったものになっているか。 

学府・研究科・専攻が定めた学習・教育目標に沿って、各専攻の教育課程を体系的に編成し、共通科目、
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専門科目の授業科目を開講しており、授業科目は教育学習系統図によって明確にされている。 

工学府博士前期課程については、平成 20 年度から専門分野に関する学識の涵養と研究能力を養うコー

スワークに加え、修士論文作成を主体とする「課程Ａ」と、学識の涵養に加え関連分野の幅広い学識を養

うコースワークを主体とし、修了プロジェクトを課す「課程Ｂ」のカリキュラムを編成している。 

また、大学院ＧＰ等の支援を受けながら情報工学府では、「コース・モジュール制」の導入等のカリキュ

ラム体系づくり、生命体工学研究科では他研究室に出向いて異分野の知識や技術を身に付ける「出稽古修

行型の分野横断研鑽システム」、英語漬けＰＢＬプログラムや海外大学へ学生を１か月派遣し国際的な感覚

を養わせる「グローバル研究マインド強化教育プログラム」など、分野横断型の研究指導等に取り組んで

いる。 

これらのことから、教育課程が体系的に編成されており、授業科目の内容が、全体として教育課程の編

成の趣旨に沿ったものになっていると判断する。 

 

５－４－② 教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の多様なニーズ、研究成果の反映、学術の発展動向、社

会からの要請等に配慮しているか。 

学生のニーズや流動化する社会に対応する学生を教育するため、社会人博士後期課程学生のための長期

履修制度、高度で専門的な人材養成を目的とし、修士論文に代えてプロジェクト研究を課す「課程Ｂ」（工

学府）、他研究分野を学んで入学した学生が専門コースワークへ移行しやすいよう設定されているイミグラ

ント科目、ベンチャービジネスや企業経営に関する起業特論等のＭＯＴ科目、国際的コミュニケーション

能力育成のための外国語科目の開講、他大学との単位互換制度、インターンシップの単位化などを導入し

ている。 

平成21年度には、「プロジェクト・リーダ型博士技術者の育成」が、文部科学省「組織的な大学院教育

改革推進プログラム（大学院ＧＰ）」に採択されている。 

また、九州歯科大学大学院と連携し、歯学と工学を融合した学際的教育研究分野の教育研究を展開する

ための連携歯工学分野の授業科目を開講しており、さらに、生命体工学研究科では、平成20年度に採択さ

れた文部科学省「戦略的大学連携支援事業」により、北九州市立大学大学院、早稲田大学大学院と「北九

州学術研究都市連携大学院によるカーエレクトロニクス高度専門人材育成拠点の形成」事業の共同プログ

ラム（授業科目の開設・単位互換）を実施している。 

グローバル化を目指す社会の要請を受け、フランスのロレーヌ国立工科大学との間にダブルディグリー

制度を発足させている。 

これらのことから、教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の多様なニーズ、研究成果の反

映、学術の発展動向、社会からの要請等に配慮していると判断する。 

 

５－４－③ 単位の実質化への配慮がなされているか。 

シラバスには授業計画、参考書等が示されており、これにより学生は、予習・復習を通して自己学習を

促されている。また、シラバスには成績評価基準が示されており、これに基づき随時のレポート、学期末

試験を実施している。さらに、学生の自立性を図るため全学的にＧＰＡを導入し、学業成果の自己認識を

促している。また、実践的技術力を賦与するための方策として、産業界との連携によるインターンシップ

の単位化や、コース・モジュール制、ＰＢＬ教育等を実施している。 

これらのことから、単位の実質化への配慮がなされていると判断する。 
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５－５－① 教育の目的に照らして、講義、演習、実験、実習等の授業形態の組合せ・バランスが適切であり、それぞれ

の教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされているか。 

学府・研究科の教育目的に沿って各専門分野の学習・教育目標が立てられ、これに沿ってカリキュラム

体系が構築されている。各授業科目は基礎的素養の涵養のため、外国語を含む共通科目、各専攻内の共通

科目及び専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力を修得させるための専門科目群で構成されている。

また、授業形態は講義を中心に編成されており、演習、実験、実習も適切に配置している。さらに、講義・

演習は両者の組み合わせ効果を狙ってクォーター制で実施している科目も多く、課題探求を中心に行うＰ

ＢＬやセミナー、広い工学知識を得させる講究等も実施するとともに、実習型科目の中には実践的効果の

高いインターンシップ科目が含まれている。また、多くの授業を少人数で実施しており、対話・討論型の

形態が採られている科目も多数開講している。 

文部科学省の大学院ＧＰ等に採択されたカリキュラムとして、情報工学府では、「先導的ＩＴスペシャ

リスト育成推進プログラム」に採択された「次世代情報化社会を牽引するＩＣＴアーキテクト育成プログ

ラム」（平成18年度）、大学院ＧＰに採択されたキャリアパスの形成を支援する「モジュール積み上げ方式

の分野横断型コース」（平成19年度）、生命体工学研究科では、「「魅力ある大学院教育」イニシアティブ」

に採択された他研究室に出向いて異分野の知識や技術を身に付ける「出稽古修行型の分野横断研鑽システ

ム」（平成18年度）、大学院ＧＰに採択された英語漬けＰＢＬプログラムや海外大学へ学生を派遣（１か月）

し、国際的な感覚を養わせる「グローバル研究マインド強化教育プログラム」（平成19年度）を実施して

いる。 

これらのことから、授業形態の組合せ・バランスが適切であり、教育内容に応じた適切な学習指導法の

工夫がなされていると判断する。 

 

５－５－② 教育課程の編成の趣旨に沿って適切なシラバスが作成され、活用されているか。 

学府・研究科ごとにシラバスが作られており、授業概要、学習・教育目標に沿った授業の目的、カリキュ

ラム体系の中での位置付け、授業の達成目標、授業計画、参考書、評価方法・基準、オフィスアワー等が

明記されている。シラバスは冊子やウェブサイトで公開されており、学生の履修登録及び学習計画等に利

用されている。なお、履修において、履修者と教員との間に誤解が生じないよう、原則として授業の初め

にシラバスを読み合わせて相互確認している。 

これらのことから、教育課程の編成の趣旨に沿って適切なシラバスが作成され、活用されていると判断

する。 

 

５－５－③ 夜間において授業を実施している課程（夜間大学院や教育方法の特例）を置いている場合には、その課程に

在籍する学生に配慮した適切な時間割の設定等がなされ、適切な指導が行われているか。 

該当なし 

 

５－５－④ 通信教育を行う課程を置いている場合には、印刷教材等による授業（添削等による指導を含む。）、放送授業、

面接授業（スクーリングを含む。）若しくはメディアを利用して行う授業の実施方法が整備され、適切な指導が

行われているか。 

該当なし 
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５－６－① 教育課程の趣旨に沿った研究指導、学位論文（特定課題研究の成果を含む。）に係る指導の体制が整備され、

適切な計画に基づいて行われているか。 

 学生一人に対し複数の指導教員による研究指導体制を全学的に実施している。指導体制については、学

生の所属する専攻の教授である主指導教員のほかに、副指導教員（又はグループ）を置いている。また、

学生が策定した研究・開発計画書を入学時に提出させ、主指導教員、副指導教員が、講義科目の履修や研

究・開発に関するアドバイスを行っている。さらに、学生の学習・研究状況を把握するため、主指導教員

に１年あるいは半期ごとに教育・研究指導状況の報告を求めるとともに、学生には研究状況の報告書を提

出させ、定期的に指導計画及び進行状況をチェックする体制を整えている。 

これらのことから、教育課程の趣旨に沿った研究指導、学位論文に係る指導の体制が整備され、適切な

計画に基づいて行われていると判断する。 

 

５－６－② 研究指導、学位論文に係る指導に対する適切な取組が行われているか。 

主指導教員、副指導教員と学生との間で定期的な研究打合せ会を持つことにより指導に取り組んでいる

ほか、学位論文の指導に当たっては、中間発表によりその到達度を評価しつつ、最終審査に向けての指導

を実施している。一部の部局では、学業の進捗状況が思わしくない学生に対して同様の悩みを抱える学生

の会合を開催し、困難を乗り切る取組を行っている。 

また、博士前期課程学生（一部後期課程学生を含む。）については、教育補助業務に携わらせることに

より、指導者としてのトレーニングを積むためＴＡとして雇用し、博士後期課程学生については若手研究

者としての研究能力育成のため、ＲＡとして雇用している。さらに、大学院学生の研究及び成果を学生自

らが国内外の学会の場において発表することを奨励するため、財政的支援制度を発足させている。 

これらのことから、研究指導、学位論文に係る指導に対する適切な取組が行われていると判断する。 

 

５－７－① 教育の目的に応じた成績評価基準や修了認定基準が組織として策定され、学生に周知されており、これらの

基準に従って、成績評価、単位認定、修了認定が適切に実施されているか。 

成績評価基準や修了認定基準は、学則、各学府・研究科の学修細則に明示されており、個々の授業科目

の評価方法、基準についてはシラバスに記載され、学生便覧やウェブサイトを通じて学生に周知されてい

る。さらに、入学時のオリエンテーションや個別指導においても説明・周知されている。また、規則に定

められた成績評価基準に従って、合否判定と単位認定が各専門分野の大学院委員会等を通し学府・研究科

教授会でなされている。 

これらのことから、成績評価基準や修了認定基準が組織として策定され、学生に周知されており、成績

評価、単位認定、修了認定が適切に実施されていると判断する。 

 

５－７－② 学位論文に係る評価基準が組織として策定され、学生に周知されており、適切な審査体制が整備されている

か。 

学位論文の評価基準については各学府・研究科の内規で定めており、論文調査委員会、論文公聴会、審

査委員会からなる審査体制により審査が行われている。また、論文に係る評価基準はウェブサイトで公開・

周知されている。 

審査に当たって狭い専門範囲の中だけでの論文調査と審査に陥ることを避けるため、論文調査委員会に
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は必ず他分野の教員を加えることとし、外部有識者を加えることを奨励している。また、論文公聴会は外

部に対しても公開されている。 

これらのことから、学位論文に係る評価基準が組織として策定され、学生に周知されており、適切な審

査体制が整備されていると判断する。 

 

５－７－③ 成績評価等の正確さを担保するための措置が講じられているか。 

成績評価の正確さを担保するため、シラバスに成績評価の基準を明記し、ウェブサイト等により公開し

ている。学生は学期ごとに教務情報システムにより随時自分の成績を確認し、評価に疑義がある場合は、

指導教員あるいは授業担当教員に異議申立てを行うことができる。 

また、学位論文の審査に関しては、論文公聴会を公開で開催するとともに、複数の審査委員による審査

を実施しており、可能な限り外部の有識者を審査委員等に加え審査を行っている。 

これらのことから、成績評価等の正確さを担保するための措置が講じられていると判断する。 

 

＜専門職学位課程＞ 

 該当なし 

 

以上の内容を総合し、「基準５を満たしている。」と判断する。 

 

【優れた点】 

○ 英語教育を重視し、ＴＯＥＩＣ受験を推奨し、単位認定化あるいは受験の義務化を実施し、学生が

受験しやすいように受験料の半額を補助している。 

○ 九州歯科大学大学院と連携し、歯学と工学を融合した学際的教育研究分野の教育研究を展開するた

めの連携歯工学分野の授業科目を開講している。 

○ 平成 20 年度文部科学省教育ＧＰに採択された「ＰＢＬを基軸とする工学教育プログラム－工学教

育環境のトータルデザインと新しいスタンダードを目指して－」により、実践的技術者能力を涵養す

るための方策として、課題解決能力を養うＰＢＬ教育等を実施している。 

○ 平成 19 年度文部科学省特色ＧＰに採択された「学生自身の達成度評価による学修意識改革－学習

成果自己評価シートをベースとする自己評価システムの構築－」により、ポートフォリオを用いた学

生自身の「学修自己評価システム」で学修の自己管理意識改革を進めている。 

○ 平成 18 年度文部科学省現代ＧＰに採択された「地域環境再生のための地域支援型実習の展開－参

加型プログラムによる地域と技術者教育の活性化－」により、社会と連携したフィールド型の授業科

目を配置している。 

○ 平成 18、19 年度文部科学省「大学教育の国際化推進プログラム（海外先進教育実践支援）」に採

択された「国際汎用性と通用性のある情報技術者教育」により、欧米の大学の先進的な実情を調査

し、ＰＢＬ教育等に反映させている。 

○ 平成 19 年度文部科学省大学院ＧＰに採択された「モジュール積み上げ方式の分野横断型コース」

により、情報工学府では学際的な知識と技能を習得することを目指したプログラムを開発し、教育成

果が得られている。 

○ 平成 19 年度文部科学省大学院ＧＰに採択された「グローバル研究マインド強化教育プログラム」

により、生命体工学研究科では国際マインド強化を図り豊かな国際感覚と幅広い専門知識を育成して
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いる。 

○ 平成 18 年度文部科学省「「魅力ある大学院教育」イニシアティブ」に採択された「出稽古修行型

の分野横断研鑽システム」により、生命体工学研究科では研究室間の流動性が高まり、開かれた教育・

研究環境を実現している。 

○ 平成 18 年度文部科学省「先導的ＩＴスペシャリスト育成推進プログラム」に採択された「次世代

情報化社会を牽引するＩＣＴアーキテクト育成プログラム」により、情報工学府では実践的な教育を

実施しており教育効果が得られている。 

○ 平成 20 年度文部科学省「戦略的大学連携支援事業」に採択された「北九州学術研究都市連携大学

院によるカーエレクトロニクス高度専門人材育成拠点の形成」により、生命体工学研究科では北九州

市立大学大学院、早稲田大学大学院と共同プログラム（授業科目の開設・単位互換）を実施している。 
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【評価結果】 

基準６を満たしている。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

６－１－① 学生が身に付ける学力、資質・能力や養成しようとする人材像等に照らして、その達成状況を検証・評価す

るための適切な取組が行われているか。 

学部においては、全学年の学生に学習成果自己評価シートの記入を義務化しており、自分の学習成果が

学習・教育目標をどこまで達成したかが一目瞭然となる仕組みとなっている。このシートを基に、学生本

人及び指導教員が目標の達成度を検証・評価することができる。また、卒業判定、３年次及び４年次への

進級については、卒業要件及び進級要件に基づき、学科会議、学部教育委員会等、教授会で査定し達成度

を評価･検証している。 

大学院においては、修得単位数、研究・開発計画書に基づく中間発表や研究計画の進捗状況、学位規則

に基づく学位論文審査により、達成度等を評価・検証している。 

 学生の卒業・修了時には、教育目標の達成状況を評価するため、教育成果等に係るアンケートを実施し

ている。また、卒業生・修了生がどう評価されているかを調査するため、卒業生・修了生の就職先企業等

に対してもアンケートを実施している。 

これらのことから、学生が身に付ける学力、資質・能力や養成しようとする人材像等に照らして、その

達成状況を検証・評価するための適切な取組が行われていると判断する。 

 

６－１－② 各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付ける学力や資質・能力について、単位修得、進級、卒業（修

了）の状況、資格取得の状況等から、あるいは卒業（学位）論文等の内容・水準から判断して、教育の成果や

効果が上がっているか。 

学部入学者のうち、標準修業年限４年で卒業した学生の比率は学部により異なるが、全学で見ると平成

20年度卒業生で約79％である。退学者は２年次が多く、平成20年度の退学者の割合は工学部で4.2％、

情報工学部で 3.1％となっている。情報工学部では過去５年間でみると退学者は減少傾向にある。また、

平成20年度に標準修業年限で修了した学生の比率は、博士前期課程が95.6％、博士後期課程が48.6％で

ある。 

 学生の学会発表数及び学会誌掲載等論文発表数について、博士前期課程では年間一人当たり約１件、博

士後期課程では年間一人当たり約２件程度行っている。 

これらのことから、教育の成果や効果が上がっていると判断する。 

 

６－１－③ 授業評価等、学生からの意見聴取の結果から判断して、教育の成果や効果が上がっているか。 

学部教育において、教育内容、方法、理解度、教育環境等に対する学生による授業アンケートを実施し

ている。平成20年度のアンケート結果では、「授業が理解できた」の項目に対して、「強くそう思う」「そ

う思う」を合わせると教養教育については工学部63％、情報工学部69％、専門教育については工学部55％、

基準６ 教育の成果 

６－１ 教育の目的において意図している、学生が身に付ける学力、資質・能力や養成しようとする人

材像等に照らして、教育の成果や効果が上がっていること。 
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情報工学部72％である。 

各学府・研究科においても学部で実施している授業アンケートに準ずる評価を実施している。例えば、

生命体工学研究科の授業アンケート結果によれば、「講義内容はシラバスに沿っていた」の項目に対して「そ

う思う」が90％以上、「講義は有益であった」の項目に対して「そう思う」が80％以上となっている。 

これらのことから、教育の成果や効果が上がっていると判断する。 

 

６－１－④ 教育の目的で意図している養成しようとする人材像等について、就職や進学といった卒業（修了）後の進路

の状況等の実績や成果について定量的な面も含めて判断して、教育の成果や効果が上がっているか。 

卒業生の進路の状況は、学部卒業生の約 60％が大学院へ進学し、学部卒就職希望者の約 80％が人材養

成目標に謳う「ものづくり」社会の製造業、又は情報社会の先進的な情報通信業に就職しており、就職率

（有職者を除く）も約98％と高い水準を維持している。 

 大学院修了生の就職希望者もほとんどが、製造業又は情報通信業に就職している。 

これらのことから、教育の成果や効果が上がっていると判断する。 

 

６－１－⑤ 卒業（修了）生や、就職先等の関係者からの意見聴取の結果から判断して、教育の成果や効果が上がってい

るか。 

卒業生・修了生や卒業生・修了生の就職先企業の関係者を対象にアンケート調査を実施している。例え

ば、工学部・工学研究科（現・工学府）において実施した教育成果等に係るアンケート結果では、大学教

育が自己形成に効果があったとする回答は、卒業生・修了生ともに80％以上あり学生の満足度は高い。ま

た、就職先企業を対象としたアンケート結果によると、大学が与えた専門教育に関し「優れている」又は

「やや優れている」との回答が80％以上に達しており、また、この比率は年々高くなっている。 

これらのことから、教育の成果や効果が上がっていると判断する。 

 

以上の内容を総合し、「基準６を満たしている。」と判断する。 
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【評価結果】 

基準７を満たしている。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

７－１－① 授業科目や専門、専攻の選択の際のガイダンスが適切に実施されているか。 

学部学生については、入学又は編入学時に新入生オリエンテーションを実施し、学生便覧等により履修

及び修学全般、大学生活に必要な事項等について説明している。また、工学部では、教育コース分けに関

するガイダンスを、情報工学部ではＪＡＢＥＥ認定されている履修システムについて説明を行っている。

研究室配属に際しては、それに向けたガイダンスを実施している。 

大学院学生については、入学時に各学府・研究科、専攻ごとにオリエンテーションを実施し、シラバス

等により科目履修をはじめ修学全般につき説明している。 

これらのことから、ガイダンスが適切に実施されていると判断する。 

 

７－１－② 学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されており、学習相談、助言、支援が適切に行われているか。

各学部、各教員は、オフィスアワーを設定し学生からの質問に対応している。また、学科・コースごと

に指導教員及び学年担当教員を設定している。指導教員は学生が記入した学習成果自己評価シートを基に、

年２回担当学生と面談を行い、学習・教育目標の達成度をチェックしている。学生は指導教員と相談し、

次学期の学習改善計画を立て学習成果自己評価シートに記入する。学習に関する問題については、指導教

員と学年担当教員がその後の対応について協議するとともに、学生の生活やメンタルな問題については指

導教員と学年担当教員だけでなく、学生相談員、保健センターの学校医、臨床心理士が連携して学生指導

とカウンセリングに当たっている。 

平成21年度には、「自学自習力育成による学習意欲と学力の向上」が文部科学省「大学教育・学生支援

推進事業【テーマＡ】大学教育推進プログラム」に採択されている。 

 大学院においては複数指導教員制をとっており、専門的な学習と研究面において多面的な助言を受けら

れるシステムをとっている。 

また、３年に一度全学的に学生生活実態調査を実施し、学生の学習、生活、設備等学生のニーズを把握

し対応している。 

これらのことから、学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されており、学習相談、助言、支援が

適切に行われていると判断する。 

 

７－１－③ 通信教育を行う課程を置いている場合には、そのための学習支援、教育相談が適切に行われているか。 

該当なし 

基準７ 学生支援等 

７－１ 学習を進める上での履修指導が適切に行われていること。また、学生相談・助言体制等の学習

支援が適切に行われていること。 

７－２ 学生の自主的学習を支援する環境が整備され、機能していること。また、学生の活動に対する

支援が適切に行われていること。 

７－３ 学生の生活や就職、経済面での援助等に関する相談・助言、支援が適切に行われていること。



九州工業大学 

 

2-(23)-29 

 

７－１－④ 特別な支援を行うことが必要と考えられる学生への学習支援を適切に行うことのできる状況にあるか。また、

必要に応じて学習支援が行われているか。 

学部推薦入学者に対し、通信教育及び合宿教育により入学前補習教育を行っている。工学部は業者委託

により、国語、数学及び英語の３教科について学習用テキストを学ばせ提出用課題を送付し、添削・指導

を受ける通信教育を12月から２月にかけて２回実施している。平成21年度の受講者数は104人である。 

情報工学部は数学、物理、英語及び情報の４教科について、金曜及び土曜・日曜日にキャンパス及び近

隣の宿泊施設において入学前教育を実施している。12月の研修では、プレースメントテストや入学までの

学習方法等を教示し、２月、３月にそれぞれ２泊３日の合宿研修を行い、講義やテストを実施している。

平成21年度は推薦入学者96人のほとんどが受講している。 

また、大学院入学者のうち、専門外分野からの入学者に対してはイミグラント科目を設定し、特別な学

習支援を行っている。生命体工学研究科では、脳情報専攻において高等専門学校専攻科出身等の学生が受

講している。 

外国人留学生に対しては、日本語教育カリキュラムを整備するとともに日本語の補講を行っている。ま

た、チューターを配置し、『チューターの手引き』の作成、チューター懇談会の開催などチューターの活動

をより活発化することにより、外国人留学生の教育・生活支援を強化している。 

社会人学生については再教育の場の提供、一部の科目の夜間開講、長期履修制度等により学修を支援し

ている。 

 障害のある学生については入学志願時に事前相談を行い、入学者に対しては、その内容に応じて個々に

対応している。 

これらのことから、特別な支援を行うことが必要と考えられる学生への学習支援を適切に行うことので

きる状況にあり、また、必要に応じて学習支援が行われていると判断する。 

 

７－２－① 自主的学習環境が十分に整備され、効果的に利用されているか。 

 自主的学習を支援する環境としては、附属図書館の学術研究用図書、情報科学センターのＬＡＮ設備、

情報学習プラザ、各端末室、附属図書館ＯＡコーナー等におけるパソコンの設置（総数555台）などハー

ド面の整備のほか、ソフト面では、附属図書館のＶＯＤ教材やe-ラーニング事業推進室のＡＬＣネットア

カデミー、e-learning 教材等を整備している。また、これらの利用を促進するため、『学習支援サービス

利用の手引き』、『e-ラーニングの活用理念と指針』を作成している。 

自主学習スペースとしては、附属図書館及び分館、戸畑キャンパスの情報学習プラザ、飯塚キャンパス

のオアシス等を提供している。 

これらのことから、自主的学習環境が十分に整備され、効果的に利用されていると判断する。 

 

７－２－② 学生のサークル活動や自治活動等の課外活動が円滑に行われるよう支援が適切に行われているか。 

学生の課外活動には、全学学生委員会、学生支援課、学部学務係が対応している。文化・体育部又はサー

クルに対して課外活動共用施設管理運営規則を定め、活動のための施設を提供しており、経費的には厚生

補導経費、責善会（学生自治会）による補助、後援会からの補助により支援している。また、サークル施

設、課外活動に係る要望については学生支援課が対応するほか、学生生活支援全般についての教育・学生

担当副学長との懇談会の場においても聴取している。公認のサークルには顧問教員を配置するとともに、
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課外活動に係るリーダーシップセミナー、大学祭等の行事を通し支援している。 

そのほか、課外活動を支援するための学外研修施設として、「長陽山荘」を整備・提供している。また、

課外活動等で顕著な成績を上げた学生に対しては表彰・報奨金の制度を設けている。 

これらのことから、課外活動が円滑に行われるよう支援が適切に行われていると判断する。 

 

７－３－① 生活支援等に関する学生のニーズが適切に把握されており、健康、生活、進路、各種ハラスメント等に関す

る相談・助言体制が整備され、適切に行われているか。 

新入生オリエンテーション時に、メンタルヘルス等に関する説明を行っている。また、部局ごとに『キャ

ンパスライフサポート案内』を配付し、カウンセリング体制の周知を図っている。就学中の学業、生活、

教員・学生・社会との関係における諸問題、進路、ハラスメント等については保健センターの常勤の学校

医、臨床心理士及び保健師、非常勤の学校医・臨床心理士が、教員・事務職員からなる学生相談員ととも

に相談に応じている。 

学生相談員に対しては『学生相談員ガイドブック』を配付するとともに、２～３か月ごとに各キャンパ

スで臨床心理士と学生相談員間で報告検討会を実施し、担当者間の連携を密にして問題の共有化を図って

いる。 

また、保健センターにおいてはサマーキャンプを実施し、コミュニケーション・スキルの向上を図る取

組も行っている。 

ハラスメントについては、キャンパス・ハラスメント防止委員会及び相談員を設置し、ハラスメント防

止と相談体制を整備している。また、学生生活実態調査において、ハラスメントに関するアンケート項目

も用意し、その発見と防止に努めている。 

就職相談については各学部・大学院に就職担当教員を配置し、教室事務スタッフとともに学生の就職指

導・支援を行っている。また、学生支援課においては就職に関する学内合同企業説明会を開催している。

さらに、情報工学部ではキャリアセンターを設置し、就職支援を行っている。 

これらのことから、生活支援等に関する学生のニーズが適切に把握されており、健康等に関する相談・

助言体制が整備され、適切に行われていると判断する。 

 

７－３－② 特別な支援を行うことが必要と考えられる学生への生活支援等を適切に行うことのできる状況にあるか。ま

た、必要に応じて生活支援等が行われているか。 

外国人留学生の生活支援についてはチューターを配置するとともに、国際交流会館や外国人留学生用宿

舎への入居に便宜を図っている。私費外国人留学生に対しては各種団体からの奨学金への斡旋を行ってお

り、現在59％が何らかの奨学金の支給を受けている。外国人留学生の国民健康保険への自己負担金につい

ては、日本学生支援機構の補助と北九州ゾンタクラブの補助により、自己負担の軽減を図っている。 

このほか、職員有志による外国人留学生後援会を組織し、緊急時の貸付等の支援を行っている。 

なお、車いすにより通学している学生については、車いす・身障者用トイレ・エレベーター・スロープ・

自動扉を設置するとともに、緊急避難の際には、身障者の所属する研究室による人力の非常時搬送の仕組

みを用意しているなど、個々の学生に対し対応するよう配慮している。 

これらのことから、特別な支援を行うことが必要と考えられる学生への生活支援等を適切に行うことの

できる状況にあり、また、必要に応じて生活支援等が行われていると判断する。 
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７－３－③ 学生の経済面の援助が適切に行われているか。 

経済的に困難な学生に対する入学料、授業料及び寄宿料の免除に関しては規程を設け、入学料、授業料

に関しては全額又は半額免除ないし徴収猶予の措置をとっている。また、寄宿料に関しても一定期間全額

を免除する仕組みを作っている。 

平成20年度においては入学料については半額56人、授業料については全額517人、半額282人を免除

している。 

また、学部１～３年次までの学業成績が特に優秀な学生について、４年次の授業料の全額を免除する制

度を設けており、平成20年度は20人を免除している。 

日本学生支援機構等による奨学金は平成20年度に、学部学生2,488人（学部学生の約57％）、大学院学

生819人（大学院学生の約52％）が貸与等を受けている。 

そのほか、大学院学生に対しては博士前期課程学生をＴＡに、博士後期課程学生をＲＡに採用し経済的

支援の一助としている。 

これらのことから、学生の経済面の援助が適切に行われていると判断する。 

 

以上の内容を総合し、「基準７を満たしている。」と判断する。 

 

【優れた点】 

○ 各部局で指導教員制を実施し、学習成果自己評価シート（ポートフォリオ）を用いて指導教員が学

生と年２回の面談等を行い、学生の学習・生活全般について状況を把握、指導している。 
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【評価結果】 

基準８を満たしている。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

８－１－① 大学において編成された教育研究組織の運営及び教育課程の実現にふさわしい施設・設備が整備され、有効

に活用されているか。また、施設・設備のバリアフリー化への配慮がなされているか。 

当該大学は、戸畑地区、飯塚地区、若松地区の３つの主要キャンパスを有し、その校地面積は戸畑地区

233,507㎡、飯塚地区283,892㎡、若松地区10,000㎡である。また、各地区の校舎等の施設面積は計128,902

㎡であり、大学設置基準に定められた必要校地・校舎面積以上が確保されている。 

教育研究用諸室数は講義室70室、研究室1,151室、実験・実習室711室等となっており、各講義室には、

拡声装置・プロジェクター等教育支援機器やＬＡＮ設備が整備されている。 

また、平成 17 年度より、教育研究スペ－スの流動化や空室利用を促進し有効活用することを目的とし

て、スペ－ス管理システムを整備・運用し、教育研究スペースの有効活用を図っている。 

バリアフリー化については耐震改修工事とともに、トイレ、スロープ、エレベーター、サイン等の整備

を行っている。 

これらのことから、大学において編成された教育研究組織の運営及び教育課程の実現にふさわしい施

設・設備が整備され、有効に活用されており、また、バリアフリー化への配慮がなされていると判断する。 

 

８－１－② 大学において編成された教育課程の遂行に必要なＩＣＴ環境が整備され、有効に活用されているか。 

平成12年度に３キャンパスを繋ぐネットワークシステムを導入し、情報科学センターが運用管理を行っ

ている。また、ネットワーク構成は戸畑キャンパスを中心に、飯塚、若松３キャンパス間を10Gbpsで接続

し、各キャンパス内は１～10Gbpsのネットワークで接続している。全学で無線ＬＡＮアクセスポイントを

98か所（戸畑25、飯塚36、若松37）設けている。ＳＩＮＥＴには、戸畑キャンパス内ＳＩＮＥＴ室に設

置された学術情報基盤センターのノードと１Gbps で接続している。また、学外との接続にはファイア

ウォール、ＩＤＳ／ＩＤＰを設置しネットワークのセキュリティを確保している。 

 各キャンパスには授業や演習に利用するため555台の端末を設置しており、学生の自学自習のため８時

50 分から 21 時 45 分まで利用できるように整備されている。端末利用については新入生のオリエンテー

ションや授業等で利用の手引き等を配付し、ウェブサイトでも利用案内やオンライン登録等の情報を提供

している。また、情報科学センターには情報に関する相談員が配置され、学生がコンピュータ・ネットワー

ク・システムに関して相談できる仕組みを作っている。 

これらのことから、大学において編成された教育課程の遂行に必要なＩＣＴ環境が整備され、有効に活

用されていると判断する。 

 

基準８ 施設・設備 

８－１ 大学において編成された教育研究組織及び教育課程に対応した施設・設備が整備され、有効に

活用されていること。 

８－２ 大学において編成された教育研究組織及び教育課程に応じて、図書館が整備されており、図書、

学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に収集、整理されていること。 
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８－１－③ 施設・設備の運用に関する方針が明確に規定され、大学の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。

『学生生活案内』、『図書館利用案内』等、各施設の利用方法を明記した冊子・資料を配付・掲示すると

ともに、学内グループウェア及びウェブサイトに学内施設利用規程・利用案内を掲載している。また、会

議室、公用車、講義室、宿泊施設等の予約システムを学内グループウェアに掲載し、大学構成員の便宜を

図っている。 

これらのことから、施設・設備の運用に関する方針が明確に規定され、大学の構成員に周知されている

と判断する。 

 

８－２－① 図書館が整備され、図書、学術雑誌、視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に収集、整理され

ており、有効に活用されているか。 

本館（戸畑）は面積5,491㎡、閲覧席503席を有し、分館（飯塚）は面積2,470㎡、閲覧席258席を有

している。 

平成21年３月31日現在、附属図書館の蔵書数は518,351冊、学術雑誌数は4,778タイトル、視聴覚資

料は3,219点である。図書資料の選定については年度初めに附属図書館運営委員会において、学部、外国

人留学生、図書館の予算配分を決定し、各部局の情報化推進委員会と各学科の情報化推進委員が授業用教

科書、参考書等を選定している。さらに、「利用者の声」を反映しつつ、自然科学・工学分野と人文・社会

科学系分野のバランスに配慮した図書の選定が行われている。 

なお、別途、視聴覚資料整備費により毎年計画的に整備を図っており、ＤＶＤ・ビデオ資料やＴＯＥＩＣ

学習図書、ビデオオンデマンド資料の導入によって特に語学学習用資料の充実を図るとともに、ビデオオ

ンデマンド資料をリレーセミナーの教材としたり、ＳＡＰＬ資料や英字オンライン新聞を教材とするなど

視聴覚資料の授業への活用を図っている。 

また、本館・分館の所蔵資料の相互取寄せを受付けており、所蔵資料の貸出・返却をどちらの図書館で

も可能としている。さらに、若松地区の生命体工学研究科からの貸出希望については、本館、分館から迅

速に配送する体制をとっている。なお、雑誌論文の複写物や図書の現物については、「マイライブラリ」の

導入により、学内の他キャンパス及び他大学の図書館が所蔵する資料の入手を電子的に申し込むことが可

能になるなど、迅速な資料の提供に努めており有効に活用されている。 

また、電子ジャーナル及びWeb of Science、INSPEC等の学術情報データベースを導入・提供している。

電子ジャーナルは、平成 21 年３月 31 日現在、国内外合わせて 4,711 タイトルを提供しており、平成 20

年度のダウンロード数は 210,729 件となっている。また、学術情報データベースの利用件数は、平成 20

年度110,354件で年々増加している。 

教育・研究成果を広く発信するため、九州工業大学学術機関リポジトリ「Kyutacar」の運用を開始して

おり、学術雑誌掲載論文、紀要論文、テクニカルレポート、学位論文、研究調査報告書など1,000件以上

のコンテンツを公開している。 

本館・分館ともに授業期間中の平日は８時30分から20時、土曜日は11時から19時まで開館しており、

学期末試験期間前及び期間中の平日は22時まで延長し、土曜、日曜・祝日は11時から19時まで開館して

いる。 

図書館の利用者は平成20年度には377,104人に上っている。 

これらのことから、図書館が整備され、教育研究上必要な資料が系統的に収集、整理されており、有効

に活用されていると判断する。 
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以上の内容を総合し、「基準８を満たしている。」と判断する。 

 



九州工業大学 

 

2-(23)-35 

 

【評価結果】 

基準９を満たしている。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

９－１－① 教育の状況について、活動の実態を示すデータや資料を適切に収集し、蓄積しているか。 

教育活動を示すシラバス、履修登録状況、成績、出席状況等の学籍データは、教育支援課及び各部局学

務係等で教務情報システムに記録し蓄積している。成績評価に利用した試験答案、レポート等については

各教員が、卒業論文、修士論文、博士論文については部局又は附属図書館が、紙又はＣＤ媒体で一定期間

保管している。これらのデータや資料の保存は法人文書管理規程によっている。 

 学生自身の学習成果を常に把握する学習成果自己評価シート（ポートフォリオ）は、平成19年度に採択

された文部科学省特色ＧＰによる取組「学生自身の達成度評価による学修意識改革－学習成果自己評価

シートをベースとする自己評価システムの構築－」により、紙媒体から電子媒体に移行している。 

 また、国立大学法人評価における教育状況の資料を作成するため、自己点検・評価をデータベース化し

ている。 

これらのことから、教育の状況について、活動の実態を示すデータや資料を適切に収集し、蓄積してい

ると判断する。 

 

９－１－② 大学の構成員（教職員及び学生）の意見の聴取が行われており、教育の質の向上、改善に向けて具体的かつ

継続的に適切な形で活かされているか。 

教育内容、方法、理解度、教育環境等に対する授業アンケートを各学部で行っており、その結果は集計、

分析され、授業改善のため授業担当者にフィードバックされると同時に教育組織に報告されている。また、

全教員に授業公開を義務付け、ピア評価により相互改善を図っている。大学院に関しても、各学府・研究

科において授業アンケートを実施している。 

なお、３年に一度全学的に学生生活実態調査を実施し、教育、学生の学習、生活、設備などあらゆる面

において学生のニーズを把握し、改善に向けた対応を行っている。 

そのほか、各部局では定期的に教育フォーラムやＦＤ活動として学生代表との交流会を行い、教育の取

組、教育実態等について教職員・学生代表の意見を聞き、教育環境の改善に努めている。 

これらのことから、大学の構成員の意見の聴取が行われており、教育の質の向上・改善に向けて具体的

かつ継続的に適切な形で活かされていると判断する。 

 

９－１－③ 学外関係者の意見が、教育の質の向上、改善に向けて具体的かつ継続的に適切な形で活かされているか。 

学外有識者９人を含む経営協議会で、中期目標・中期計画、達成状況、現況などの報告と、大学の運営、

教育の在り方等について意見を求めている。また、第三者評価を実施し、学外の有識者から教育の実態に

基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

９－１ 教育の状況について点検・評価し、その結果に基づいて改善・向上を図るための体制が整備さ

れ、取組が行われており、機能していること。 

９－２ 教員、教育支援者及び教育補助者に対する研修等、その資質の向上を図るための取組が適切に

行われていること。 
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関する意見を聞いている。 

また、卒業生・修了生の就職先企業等にアンケートを実施し、それを基にカリキュラム編成等の見直し

を継続して行うとともに、工学部の改組を実施している。 

 卒業生・修了生の英語能力に関する企業の評価が低いことを受け、ＴＯＥＩＣ受験料の半額を補助し、

工学部では単位認定化を実施しており、情報工学部では学生全員の受験を義務化している。 

これらのことから、学外関係者の意見が教育の質の向上・改善に向けて具体的かつ継続的に適切な形で

活かされていると判断する。 

 

９－１－④ 個々の教員は、評価結果に基づいて、それぞれの質の向上を図るとともに、授業内容、教材、教授技術等の

継続的改善を行っているか。 

学生に対して授業等の講義内容、方法、理解度、教育環境等に関する授業アンケートを実施し、その授

業評価結果・意見を集計・分析し、授業担当者にフィードバックして授業内容等の改善を行っている。ま

た、情報工学部では結果を公開するとともに優れた評価を受けた授業を表彰する制度「Lectures of the 

Year(ＬＯＹ)」を毎年実施しており、被表彰者は模範的授業を公開し、他の教員の授業改善に協力すると

ともに「より良い授業をするためのヒント集」の作成に貢献している。最近では、全学で全員に授業公開

を義務付け、ピア評価により相互改善を行う方向へと発展している。 

さらに、教員の教育研究活動等の一層の活性化を図り、質的向上に努めることを目的として、平成 18

年度より教育職員評価を実施している（３年に一度実施）。なお、改善を要する者には改善計画書の提出を

求めるとともに、優良な者については賞与への反映を行っている。 

これらのことから、個々の教員は、評価結果に基づいて、それぞれの質の向上を図るとともに、継続的

に改善を行っていると判断する。 

 

９－２－① ファカルティ・ディベロップメントが、適切な方法で実施され、組織として教育の質の向上や授業の改善に

結び付いているか。 

工学部では、工学府・工学部教育方法等開発委員会を中心に授業アンケートの実施方法の検討、実施及

び結果解析、公開授業（年１回）、ＦＤ講演会（年２回）、学生との懇談会（年１回）を実施している。

また、授業を公開する「公開授業週間」を実施している。 

このほか、教育方法等開発委員会の議事要旨、ＦＤニュースレター、公開授業の様子や結果を公開し、

教員間の情報共有を図るとともに、各教員に送付した授業アンケート結果に基づき、各自が授業改善を行っ

ている。 

情報工学部では、ＦＤ委員会の下で学生による授業評価、公開授業（年２回）、ＦＤ講演会（年１回）、

学生との懇談会（年１回）を実施している。さらに、授業アンケート結果について経年変化を調査した結

果によれば、評価の好ましくない授業数が減少傾向にある。 

また、授業アンケートで高い評価を受けた教員へＬＯＹ（Lectures of the Year）賞を授与している。

平成20年度には、受賞者に授業の方法を文書でまとめてもらい他の教員がそれを参照することで、各自が

授業の質の向上を図れるように努めている。 

教員の円滑なＦＤ活動、各種委員会間での情報交換を支援するために、委員会、ＦＤ活動用にMoodleサー

バを立ち上げている。各種委員会やＷＧでの資料や議事録、また、教員が行っているＦＤ活動の手法等を

学内で共有するために利用している。 

生命体工学研究科では、学務専門部会の下で学生による授業評価、公開授業（年１回）を実施し、教員
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相互の授業改善を進めるとともに、公開授業ごとに報告書を作成しており、平成20年度の公開授業では、

参観教員から出された授業改善の助言に対して、その後の授業において学生への質問回数や模範解答の解

説時間を増やすなどの工夫がなされている。 

これらのことから、ＦＤが適切な方法で実施され、教育の質の向上や授業の改善に結び付いていると判

断する。 

 

９－２－② 教育支援者や教育補助者に対し、教育活動の質の向上を図るための研修等、その資質の向上を図るための取

組が適切に行われているか。 

教育支援者である技術職員に対しては技術研究会を実施しており、教育補助者に対してはＴＡマニュア

ルを作成し配付するとともに、個別に説明会や技術指導を行いその能力の向上に努めている。 

これらのことから、教育支援者や教育補助者に対し、その資質の向上を図るための取組が適切に行われ

ていると判断する。 

 

以上の内容を総合し、「基準９を満たしている。」と判断する。 
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【評価結果】 

基準10を満たしている。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

10－１－① 大学の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。また、債務が過大ではないか。

平成20年度末現在、当該大学の設置者である国立大学法人の資産は、固定資産49,530,953千円、流動

資産3,169,197千円であり、資産合計52,700,150千円である。当該大学の教育研究活動を安定して遂行す

るために必要な校地、校舎、設備、図書等の資産を有している。 

 負債については、固定負債5,654,212千円、流動負債4,276,133千円であり、負債合計9,930,346千円

である。これらの負債は、そのほとんどが国立大学法人会計基準固有の会計処理により負債の部に計上さ

れているものであり、実質的に返済を要しないものとなっている。 

これらのことから、教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しており、債務が過大ではないと判断

する。 

 

10－１－② 大学の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための、経常的収入が継続的に確保されているか。 

当該大学の経常的収入としては、国から措置される運営費交付金、学生納付金、外部資金等で構成して

いる。 

 平成16年度からの５年間における状況から、学生納付金収入は安定して確保している。 

また、産学連携等研究収入や寄附金収入等の外部資金についても安定した確保に努めている。 

これらのことから、教育研究活動を安定して遂行するための、経常的収入が継続的に確保されていると

判断する。 

 

10－２－① 大学の目的を達成するための活動の財務上の基礎として、適切な収支に係る計画等が策定され、関係者に明

示されているか。 

当該大学の収支計画等については、平成 16～21 年度までの６年間に係る予算、収支計画及び資金計画

が中期計画の一部として、また、各年度に係る予算、収支計画及び資金計画が年度計画の一部として、国

立大学法人法に従い策定され、経営協議会及び役員会の議を経て、学長が決定している。 

また、これらの収支計画等は、当該大学のウェブサイトで公表している。 

これらのことから、適切な収支に係る計画等が策定され、関係者に明示されていると判断する。 

 

10－２－② 収支の状況において、過大な支出超過となっていないか。 

平成20年度末現在、当該大学の収支状況は、損益計算書における経常費用11,442,554千円、経常収益

基準10 財務 

10－１ 大学の目的を達成するために、教育研究活動を将来にわたって適切かつ安定して遂行できるだ

けの財務基盤を有していること。 

10－２ 大学の目的を達成するための活動の財務上の基礎として、適切な収支に係る計画等が策定さ

れ、履行されていること。 

10－３ 大学の財務に係る監査等が適正に実施されていること。 
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11,283,556千円、経常損失158,997千円であり、当期純損失は165,118千円であるが、目的積立金166,400

千円を取り崩すことにより当期総利益は1,282千円、貸借対照表における利益剰余金177,134千円となっ

ている。 

なお、短期借入金はない。 

これらのことから、収支の状況において、支出超過となっていないと判断する。 

 

10－２－③ 大学の目的を達成するため、教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む。）に対し、適切な資源配分がな

されているか。 

当該大学の予算配分に当たっては、経営協議会で審議した後役員会で決定している。 

なお、教育研究費の業績等評価配分経費については、教育職員評価における評価点を取り込み、傾斜配

分を行っており、戦略的経費の教育戦略・研究戦略・国際戦略経費については公募方式をとり、理事・副

学長による審査により重点配分を行っている。 

また、施設・設備の整備については、施設委員会において、安心・安全、経年劣化、省エネルギー・温

暖化対策の観点から「施設整備年次計画表（営繕工事）」を策定し、これを踏まえて予算配分を行ってい

る。 

これらのことから、教育研究活動に対し、適切な資源配分がなされていると判断する。 

 

10－３－① 大学を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 

国立大学法人法等関係法令に基づき、財務諸表並びに事業報告書、決算報告書並びに監事及び会計監査

人の意見を記載した書面を、事務所に備えて置き、一般の閲覧に供している。 

また、財務諸表について文部科学大臣の承認を受けた後、官報に公告し、財務諸表等を当該大学のウェ

ブサイトで公表している。 

これらのことから、財務諸表等が適切な形で公表されていると判断する。 

 

10－３－② 財務に対して、会計監査等が適正に行われているか。 

財務に関する会計監査については、監事の監査、会計監査人の監査及び内部監査を行っている。 

監事の監査については、監事監査規程に基づいて実施している。 

会計監査人の監査については、文部科学大臣が選任した会計監査人により実施している。 

内部監査については、独立性を有する監査室（学長直属）が内部監査規程に基づき監査計画を策定し、

実施している。 

また、監事、内部監査室、会計監査人及び財務担当理事によるミーティングを年に２～３回開催して意

見交換を行っている。 

これらのことから、財務に対して、会計監査等が適正に行われていると判断する。 

 

以上の内容を総合し、「基準10を満たしている。」と判断する。 
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【評価結果】 

基準11を満たしている。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

11－１－① 管理運営のための組織及び事務組織が、大学の目的の達成に向けて支援するという任務を果たす上で、適切

な規模と機能を持っているか。また、危機管理等に係る体制が整備されているか。 

管理運営のための組織としては、学長と理事４人からなる役員会、これに加え部局長３人及び学外者９

人からなる経営協議会のほか、学長、理事４人、副学長４人、各正副部局長８人、専任の教授のうち民間

企業経験者１人及び教育研究プロジェクト代表者１人からなる教育研究評議会及び教授会を設置している。

さらに、役員会、経営協議会、教育研究評議会に諮る案件を事前に整理するため、戦略会議（企画）（毎週

火曜日：定例開催）、経営企画会議を設置している。また、学長を選任するため学長選考会議を置いている。 

監事２人は、役員会、経営協議会及び教育研究評議会にオブザーバーとして出席している。また、学長

を補佐するため学長特別補佐２人を配置している。 

事務組織については、学長・各理事・副学長（事務局長含む）の下、１部・８課・５室・４学部系事務

部からなる事務組織が管理運営及び教育研究を支援している。 

危機管理体制については、「九州工業大学における危機管理体制に関する要項」を定め対処している。

さらに、労働安全衛生法や学校保健法等の関係諸法令に基づき安全衛生の管理を行うため、安全衛生推進

室を設置している。 

また、「九州工業大学科学者行動規範」及び「九州工業大学の研究活動における不正防止に関する規程」

の下、「研究活動倫理委員会」を設置し、科学研究における不正行為防止に努めている。 

これらのことから、管理運営のための組織及び事務組織が適切な規模と機能を持っており、また、危機

管理等に係る体制が整備されていると判断する。 

 

11－１－② 大学の目的を達成するために、学長のリーダーシップの下で、効果的な意思決定が行える組織形態となって

いるか。 

大学の「基本理念」、「基本方針」及び「アクション・プラン」を策定し、これらの具体的な経営方針に

則り学長のリーダーシップの下、大学の組織運営を推進するため、学長直轄の戦略会議（企画）、経営企画

会議を設置している。 

これらのことから、学長のリーダーシップの下で、効果的な意思決定が行える組織形態となっていると

判断する。 

 

基準11 管理運営 

11－１ 大学の目的を達成するために必要な管理運営体制及び事務組織が整備され、機能しているこ

と。 

11－２ 管理運営に関する方針が明確に定められ、それらに基づく規程が整備され、各構成員の責務と

権限が明確に示されていること。 

11－３ 大学の目的を達成するために、大学の活動の総合的な状況に関する自己点検・評価が行われ、

その結果が公表されていること。 
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11－１－③ 大学の構成員（教職員及び学生）、その他学外関係者のニーズを把握し、適切な形で管理運営に反映されてい

るか。 

学内に構成員用の「意見箱」を各キャンパスに設置しており、寄せられた意見に対して対応している。 

学生に対しては、学生生活実態調査を実施し、生活実態とともに課外活動を含め学生のニーズを把握し

対応している。また、経営協議会の外部有識者から得られた意見に対しては、戦略会議（企画）での検討

を経て案件に応じ、担当理事等や全学委員会への検討指示等を行い迅速に実施に向けた取組を行っている。 

具体的な例としては、 

・ 大学のＰＲについての提言に関しては、戦略会議（企画）で検討を重ね、平成21年度の予算編成にお

いて既定経費については、マイナス１％と抑える中で入学者の積極的な獲得を目的とした広報予算につ

いては増加を図ることとし、30,195千円を措置。 

・ 産業界との連携の拠点である地域共同研究センターと知的財産本部の組織を強化するために、平成18

年度に産学連携推進センターとして一元化し、双方の機能が連携協力する体制を構築。 

・ 教育研究組織の弾力化と教育研究機能の強化を図るため、平成20年度に学部講座制を改め、教育組織

として工学部、情報工学部、大学院工学府、大学院情報工学府に、研究組織として大学院工学研究院、

大学院情報工学研究院に改編。 

などがあげられる。 

これらのことから、大学の構成員、その他学外関係者のニーズを把握し、適切な形で管理運営に反映さ

れていると判断する。 

 

11－１－④ 監事が置かれている場合には、監事が適切な役割を果たしているか。 

監事２人（うち１人は非常勤）は、役員会、経営協議会及び教育研究評議会にオブザーバーとして出席

しており学長の要請により意見を述べている。また、毎年度監事監査計画を策定し、「監事監査規程」に基

づき監査を行っており、指摘された事項については法人運営の改善として活用している。 

これらのことから、監事が適切な役割を果たしていると判断する。 

 

11－１－⑤ 管理運営のための組織及び事務組織が十分に任務を果たすことができるよう、研修等、管理運営に関わる職

員の資質の向上のための取組が組織的に行われているか。 

 管理運営に携わる役職員については、社団法人国立大学協会の大学マネジメントセミナー等の他機関が

主催する研修会に参加させている。一般の事務職員については、新たに採用された職員や係長・専門職員

を対象とした研修会、事務情報化推進要員のスキルアップを目的とした研修会等に積極的に参加させてい

る。技術職員については、平成20年度から連続して安全衛生推進室員が全国産業安全衛生大会に参加し、

「ハザードリスクのデータベース化とその運用」等の課題を発表している。 

これらのことから、管理運営に関わる職員の資質の向上のための取組が組織的に行われていると判断す

る。 

 

11－２－① 管理運営に関する方針が明確に定められ、その方針に基づき、学内の諸規程が整備されるとともに、管理運

営に関わる委員や役員の選考、採用に関する規程や方針、及び各構成員の責務と権限が文書として明確に示さ

れているか。 

経営協議会、教育研究評議会や学長、理事・副学長、各種委員会等の委員や役員の選考、採用について
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は規則に従って行われており、規則はウェブサイト等で公開されている。 

事務局についても、事務組織規程及び事務局事務分掌規程等に各構成員の責務と権限が定められており、

これらの規程はウェブサイト等で公開されている。 

これらのことから、管理運営に関する方針が明確に定められ、その方針に基づき、学内の諸規程が整備

されるとともに、管理運営に関わる委員や役員の選考、採用に関する規程や方針、及び各構成員の責務と

権限が文書として明確に示されていると判断する。 

 

11－２－② 大学の活動状況に関するデータや情報が適切に収集、蓄積されているとともに、教職員が必要に応じて活用

できる状況にあるか。 

活動状況に関わるデータベースとしては、中期目標・中期計画データベース、教員情報データベース、

組織年報データベース、職員録データベース等を構築している。さらに、平成17年度には教育職員評価実

施のため、教育職員評価システムを構築・整備している。これらの運用に関しては、例えば「教育職員評

価システム運用方針」を制定し、利用対象、利用範囲を定めるなど、必要に応じてデータベースの内容が

活用できる状況にある。 

これらのことから、大学の活動状況に関するデータや情報が適切に収集、蓄積されているとともに、教

職員が必要に応じて活用できる状況にあると判断する。 

 

11－３－① 大学の活動の総合的な状況について、根拠となる資料やデータ等に基づいて、自己点検・評価が行われてお

り、その結果が大学内及び社会に対して広く公開されているか。 

教員情報データベース、中期目標・中期計画データベース等により全学的に自己点検・評価を実施して

いる。さらに、大学評価委員会において自己評価（学外者による検証を含む。）の企画立案、実施、報告

書作成及び公表に関することを審議事項とし、また、大学評価室において評価事務の総括、連絡調整を行

うための体制を整えている。なお、平成19年度には、その自己点検・評価のデータを活用し外部評価を行っ

ている。その結果はウェブサイトに掲載するなど、学内及び社会に対して広く公開している。 

これらのことから、大学の活動の総合的な状況について、根拠となる資料やデータ等に基づいて、自己

点検・評価が行われており、その結果が大学内及び社会に対して広く公開されていると判断する。 

 

11－３－② 自己点検・評価の結果について、外部者（当該大学の教職員以外の者）による検証が実施されているか。 

平成19年度に６人の学外委員からなる外部評価委員会を設置し、「教育、研究、社会連携・国際交流に

関する自己点検・評価報告書」に基づき外部評価を実施している。 

その評価結果は『外部評価報告書』としてとりまとめ、学内外に配布するとともにウェブサイトにも公

開し周知を図った。 

これらのことから、自己点検・評価の結果について外部者による検証が実施されていると判断する。 

 

11－３－③ 評価結果がフィードバックされ、管理運営の改善のための取組が行われているか。 

国立大学法人評価委員会による指摘事項については、戦略会議（企画）等にて方針を決定し改善策を策

定・実施している。 

 具体例としては、教育研究組織の在り方についての検討が不十分であるとの指摘を受け、学部講座制を

改め、教育組織として工学部、情報工学部、大学院工学府、大学院情報工学府に、研究組織として大学院
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工学研究院（７研究系）、大学院情報工学研究院（７研究系）に改編し、教育研究組織の弾力化と教育研究

機能の強化を図っている。また、大学院博士後期課程の学生収容定員の充足率が90％を満たさなかったこ

とによる入学定員の適正化についての指摘を受け、大学院改組により大学院博士課程の入学定員の見直し

を行うなど、博士後期課程の入学定員の縮減を図っている。 

 さらに、平成19年度に実施した外部評価の結果に基づいて、女子学生募集のための広報活動の実施、問

題解決能力及び表現能力養成を主眼とした科目新設などが行われている。 

これらのことから、評価結果がフィードバックされ、管理運営の改善のための取組が行われていると判

断する。 

 

11－３－④ 大学における教育研究活動の状況や、その活動の成果に関する情報をわかりやすく社会に発信しているか。

教育研究活動の状況やその成果を社会に発信するため、「九州工業大学技術交流会（キューテックコラ

ボ）」の発足、『九工大世界トップ技術』及び『教育ブレティン』の発刊、羽田空港における広告パネルの

展示、『九工大通信』の発行等を行っている。これに加え大学のウェブサイトで、大学の基本情報や教育研

究活動及びその成果を広く公開している。 

これらのことから、大学における教育研究活動の状況や、その活動の成果に関する情報をわかりやすく

社会に発信していると判断する。 

 

以上の内容を総合し、「基準11を満たしている。」と判断する。 
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ⅰ 現況及び特徴（対象大学から提出された自己評価書から転載） 

 

１ 現況  

（１）大学名  九州工業大学 

（２）所在地  福岡県北九州市 

（３）学部等の構成 

   学部：工学部、情報工学部 

    研究科等：工学府、情報工学府、生命体工学研究科 

研究院：工学研究院、情報工学研究院    

附置研究所：該当なし  

   関連施設：附属図書館、保健センター、情報科学 

センター、マイクロ化総合技術センター、産学 

連携推進センター、環境マネジメントセンター、  

機器分析センター、宇宙環境技術研究センター、 

ネットワークデザイン研究センター、先端金型 

センター、バイオマイクロセンシング技術研究 

センター、エコタウン実証研究センター、理数 

教育支援センター、情報通信技術教育センター、 

先端エコフィッティング技術研究開発センター 

（４）学生数及び教員数（平成21年５月１日現在） 

 学生数：学部4,364人、大学院1,599人 

   専任教員数：379人 

   助手数：該当なし 

 

２ 特徴 

 本学は、九州北部の炭鉱事業の隆盛と明治 34 年の官

営八幡製鐵所の開設を契機として、わが国の重化学工業

の勃興期に工業化推進の中核的人材を養成する目的をも

って、製鉄を中心とする北部九州の工業地帯に、明治

40 年に当時としてはめずらしい４年制の工業専門学校

「私立明治専門学校」として設立された。その後、大正

10 年の官立明治専門学校、昭和 19 年の官立明治工業専

門学校を経て、昭和 24 年に国立九州工業大学と変遷し、

昭和 40 年には、工学部に新たに大学院工学研究科修士

課程を設置し、昭和 63 年には、同博士課程を設置した。

この間、北部九州のみならず、広く日本の産業化と社会

発展に貢献すべき技術者の養成にかかわる高等教育機関

として発展を重ねるとともに、工業地帯に位置する工業

大学として教育と研究を通じ、地域社会との連携を強化

してきた。 

 昭和 61 年には、社会における情報技術の急速な進歩

に対応するため、全国で最初の情報系総合学部である情

報工学部を筑豊地区の飯塚市に新たに設置し、平成３年

には、大学院情報工学研究科修士課程、平成５年には同

博士課程を設置した。 

 その後、平成 12 年には、生命体のもつ優れた機能を

工学的に実現することを目指し、独立研究科として大学

院生命体工学研究科修士課程・博士課程を北九州市若松

区に設置した。 

 そして、平成 16 年の国立大学法人化とともに国立大

学法人九州工業大学となり、平成 20 年には、進歩の急

速な社会経済の発展に迅速かつ弾力的に対処するための

大学院・学部改組を行い、教育組織と研究組織を機能的

に分離した学府・研究院方式を適用し、工学研究科を廃

止して、工学府・工学研究院に、情報工学研究科を廃止 

して、情報工学府・情報工学研究院として設置するなど、 

現在、２学部、２大学院学府、１大学院研究科、２大学

院研究院から構成された工学系大学として最先端の教育

と研究を行っている。 

なお、これまでに、５万人を超える卒業生、修了生を

輩出しており、人材の育成に努めている。 

また、本学は、わが国の産業発展のため、品格と創造

性を有する人材を育成するという基本理念の下、教育と

研究を通して次世代産業の創出・育成に貢献する個性豊

かな工学系大学を目指し、以下のような特徴を有してい

る。 

① 開学以来の教育理念を基本とし、志（こころざし）

と情熱を持ち産業を切り拓く技術者・知的創造者を養

成するため、質の高い教育を実行する。 

② 研究活動を常に活性化し、より多くの優れた研究成

果を創出する。特に本学の各分野において、科学に裏

付けられた融合技術や境界領域の創成を行う。 

③ 教育・研究で培った知の公開と価値創造型もの創り

を推進し、技術革新を社会を支えるイノベーションに

つなげ、地域社会との連携と調和に務める。 

④ 社会に対する大学の責任（University Social 

Responsibility）を重視し、大学に係るステークホル

ダーに対する説明責任を果たせる経営を行う。 
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ⅱ 目的（対象大学から提出された自己評価書から転載） 

 

大学の使命は、教育・研究・社会貢献であり、これらの使命の中でも、本学は、開学以来の理念である「技術

に堪能(かんのう)なる士君子」の養成に基づき、世界をリードする高度技術者の養成、すなわちグローバル・エ

ンジニアの養成を基本的目標としている。この基本的目標に則り、学士・大学院課程及び学部・学府・研究科毎

の目的を以下のとおり定めている。 

 

学士・大学院課程ごとの目的 

１．学士課程 

本学は、工学に係る専門の学芸を教授研究するとともに、幅広く深い教養及び総合的な判断力並びに豊かな

人間性を涵養し、科学・技術に精通した有為な人材の養成を通じて、文化の向上及び社会の発展に寄与するこ

とを目的とする。 

２．大学院課程 

大学院は、学術の理論及び応用を教授研究するとともに、高度の専門性が求められる職業を担うための深い

学識及び卓越した能力を培い、もって、わが国の産業の発展と科学技術の進歩に寄与することを目的とする。 

 

学部・学府・研究科ごとの目的 

１．工学部 

「ものづくり」社会の基盤的な科学技術分野において、高度な技術と幅広い知識を持ち、豊かな教養を備え、

国際的に通用する人材を養成するため、科学技術の進歩に対応できる基礎学力と、創造性に溢れた技術開発を

可能とする専門技術力を修得させることを目標とする。 

２．情報工学部 

情報を基軸とする科学技術分野において、高度な専門技術を身につけて情報化社会をリードし、国際的に通

用する人材を養成するため、科学技術の進歩に対応できる基礎技術力と、先端的な技術開発を推進できる専門

技術力を修得させることを目標とする。 

３．大学院工学府 

「ものづくり」を基盤とした工学系分野において、必要な基礎力を備え、かつ、創造性豊かな技術開発や高

度知的資源等の研究開発に携わる人材を組織的に養成する。 

① 博士前期課程では、幅広い教養と社会人的基礎力と調和の取れた工学基礎・専門知識に基づき、課題  

を発見し、課題の本質を理解・説明し、自立あるいは他と協力して課題を解決できる能力を修得させるこ

とを目標とする。 

② 博士後期課程では、博士前期課程の素養と能力に加え、深い専門知識と高い志をもって自立して高度

知的資源を創出できる能力を修得させることを目標とする。 

４．大学院情報工学府 

コンピュータと情報システムを基盤とし、さまざまな産業分野や人間生活に資する高度な技術開発や創造性

豊かな研究に携わる人材を組織的に養成する。 

 ① 博士前期課程では、情報科学・工学の知識を基礎とし、問題を発見し解決する能力及び論理的なコミュ    

ニケーション能力を身に付けた上で、各専門分野で活躍できる能力を修得させることを目標とする。 

② 博士後期課程では、博士前期課程での素養と能力に加え、実践的な研究開発の経験に基づき、深い専

門知識と高い志をもって自立して活躍できる能力を修得させることを目標とする。 

 



九州工業大学 

2-(23)-49 

 

５．大学院生命体工学研究科 

生命体特有のエネルギー変換機構、物質構造、情報処理機能等を解明し、それらを工学的に実現する研究を

推進するとともに、生命体の優れた機能を活用した新技術を開発することのできる人材を組織的に養成する。 

 ① 博士前期課程では、生命体工学に関する専門知識を備え、課題を論理的に分析し解決することのできる   

能力を修得させることを目標とする。 

② 博士後期課程では、博士前期課程において習得する専門知識に加え、生命体工学に関するより深い学 

識を有し、自ら課題を発見し自立して革新的な技術を創出することのできる能力を修得させることを目標

とする。 

 

また、本学では、わが国の産業発展のため、品格と創造性を有する人材を育成し、次世代産業の創出・育成に

貢献する個性豊かな工学系大学を目指すことを実現するための重要項目を「アクション・プラン」として学長が

まとめており、そのうち、「教育」に関しては、以下のとおりである。 

 

アクション・プラン（教育） 

工学系大学としてもの創りの伝統があり、これまでに産業界から高い評価を受けている多くの優秀な卒業

生・修了生を輩出していると言える。教育の質の程度は、産業界からの評価によって定まると言っても過言で

はない。カリキュラムや講座編成に当たっては、外部有識者の意見も積極的に採り入れることに努めるなど、

今後も高い評価をどのように維持していくかのシステムを構築することが求められる。特に重要な点は、「不

易流行（松尾芭蕉）」の不易となる学問の根幹を教授すること、及び流行に該当する最先端の価値創造を追求

する人材育成である。 

①学 生 確 保：優秀な学生の確保のため、様々な情報発信が従来行われてきたが、さらなる発信・収集

のシステム化と活動支援を図る。また、男女共同参画社会で活躍するリーダーとなるべき

学生の受入れと支援を図る。 

②支援の高度化：きめ細かな勉学指導が必要となることから、指導教員制度の充実を図るため、グループ

担任制度や学年主任制度を構築する。オフィスアワーの活用やアクティブな交流により、

学生のトータルケア用データベース作成を行い、指導・ケア実施の記録や情報の共有を通

じて、教員と職員が一体となったメンタルケア体制を構築する。 

③授業の在り方：ステークホルダーの最たる者は学生であるとの認識を持ち、学生が魅力を感じる授業を行

うため、ピアレビューや FD 活動を通した教員相互の研鑚が実施されるよう努める。 

④単位認定の水準：各学科及び専攻において単位認定の水準を定め、学生への情報公開による周知に努める。 

⑤共 通 教 育：工学系大学における共通教育の在り方と、社会的状況や外部の要請を考慮した科目群の

構成を図る。 

（ 教 養 教 育 ） 

⑥教 員 採 用：研究能力とともに、教育指導能力をこれまでよりも重視する。 

⑦学内共同利用機関：教育支援の効率化・高度化の努力をしている機関に対する支援を強化するとともに、組

織の再編を図る。 

⑧学生サービス：関係部門の迅速な対応システム構築や就職担当教員の充実も含め、学生及び企業対応窓口

の一本化と支援の効率化を図る。 

⑨定員の柔軟性：流動する社会的要請や時代の変化に対応した入学定員の柔軟性を図り、併せて教育組織

の対応と評価を行う。 
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ⅲ 自己評価の概要（対象大学から提出された自己評価書から転載） 

 

基準１ 大学の目的 

本学は、開学以来の建学精神である「技術に堪能（かんのう）なる士君子」の養成を「基本理念」として、わ

が国の産業発展のため、品格と創造性を有する人材を養成し、次世代産業の創出・育成に貢献する個性豊かな工

学系大学を実現するため、教育、研究、社会との連携及び運営の４項目について「基本方針」を定め、「アクショ

ン・プラン」として当該項目毎に目標あるいは目指す方向を明確にしている。また、大学及び大学院の「目的」

を学則に定めるとともに、学部、学府・研究科毎の「人材養成の目標」についても学則に定めており、これら本

学の目的及び学習・教育目標は、学校教育法の定める大学、大学院の目的にも合致している。 

 また、本学の目的等は、大学概要や大学便覧等の印刷物やウェブサイトにより、職員、学生及び社会に対して

も広く周知している。特に学生については、新入生オリエンテーション等において、学生便覧やシラバス等によ

って、大学の目的、学部、学府・研究科毎の教育・人材養成の目標等を周知している。このほか、オープンキャ

ンパスや進学説明会等の機会をとらえて本学の目的等を周知するとともに、本学の目指す目標についても、アク

ション・プラン等をウェブサイトに掲載し、社会に公表している。このように、本学の目的は明確に示され、広

く社会にも周知をしている。 

 

基準２ 教育研究組織（実施体制） 

本学の目的は、グローバル・エンジニアを養成することを基本としており、わが国の産業発展のため、品格と

創造性を有する人材を育成し、次世代産業の創出・育成に貢献する個性豊かな工学系大学を目指している。 

本学の学士課程は、２学部 11 学科で構成され、工学及び情報工学の主な分野を満たしており、大学の目的を達

成するのにふさわしい学部・学科構成となっている。 

教養教育については、キャンパスが遠隔にあることから、各部局長の責任の下、当該教育委員会等において教

養教育を点検・実施する体制となっている。また、教養教育と専門教育を有機的に連携させるくさび型教育体系

を実施しており、教養教育の実施体制は適切に機能している。 

本学の大学院課程は、平成 20 年度に、工学研究科と情報工学研究科の改組を行い 2 つの学府とし、組織の機動

的・効率的再編を行い、２学府・１研究科・10 専攻で構成され、工学系大学として教育研究を展開するのにふさ

わしい組織構成となっている。 

学内の共同利用教育研究施設として、附属図書館等の基本的な工学教育の基盤となる 10 の施設・センター及び

宇宙環境技術研究センター等の世界的水準の研究拠点形成を目指した５つのセンターが設置され、それぞれの目

的に応じて教育研究の支援が行われている。これらの施設は、本学の教育研究の目的を達成する上で不可欠な施

設であり、適切に機能している。 

教育研究活動に係る重要事項を審議する教育研究評議会及び各部局の教授会は定例で開催されており、十分に

機能している。 

教育課程や教育方法等を検討する全学の教育委員会及び部局の教務委員会等は、それぞれの役割分担と目的が

明確に定められている。また、いずれも定例で開催されており、それぞれの下部組織と協働し、教育全般に亘っ

て実質的な活動がなされている。 

 

基準３ 教員及び教育支援者 

教育・研究の目的を達成するため、組織編制方針に基づき、教員組織が編成されている。学士課程、大学院課

程とも大学等設置基準に定める教員数を十分に満たしており、各教員は授業科目の内容にそれぞれの研究成果を

反映させている。教員の採用に当たっては、学長のリーダーシップの下、顕著な業績をあげた教員を昇任させる
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「人材活性化制度」を導入しており、また、教員の選考基準を明確にし、教育職員選考委員会において審議され

た結果を踏まえ教育研究評議会及び役員会において審議、決定している。 

教育職員評価については、その結果が個々に周知されるとともに、改善を要すると判断された教員には改善計

画書を部局長に提出させている。 

教育課程を遂行するに当たっては、教育課程の運営を支援する組織として、教育支援課、各部局の学務係等が置

かれ、技術職員については各部局の学科又は技術部（技術室）に所属させ、更に、実験・実習等の科目に TA を重

点的に配置し、教育課程の運営を補助している。 

 

基準４ 学生の受入 

本学の基本理念、各学部・大学院の学習・教育目標を踏まえてアドミッション・ポリシーを明確に定めており、

これらのアドミッション・ポリシーは大学案内、学生募集要項等に明示するとともに、ウェブサイトに掲載し、

広く周知している。 

入学者の選抜に当たっては、各部局のアドミッション・ポリシーに沿って一般選抜のほか推薦入試等の特別選

抜を実施しており、それぞれの選抜に応じて受験生の能力、適正等を評価している。また、外国人留学生、社会

人、編入学生についてもアドミッション・ポリシーに沿って選抜している。 

入学者選抜の実施体制については、全学入試委員会の下に各部局の入試委員会が組織され、学長及び部局長に

おいて入試実施組織を整備し、それぞれの責任を明確にして、厳正、公正な入学者選抜を実施している。 

アドミッション・ポリシーに沿った学生の受入れを検証するため組織として、全学入試委員会の下に入学者選

抜方法等研究専門部会を置き、入試成績、入学後の成績追跡を行うなど、入学者選抜方法の改善に努めている。 

このアドミッション・ポリシーに沿った入学者選抜により、学部卒業生の約 60％が大学院に進学し、就職希望

者の約 80％は製造業、情報通信業など、本学の学習・教育目標に合致した業績の優れた企業に就職している。 

入学者数については、学部、大学院博士前期課程にあっては入学定員を適切に満たしているが、博士後期課程

において入学定員を下回っていたため、平成 20 年度改組により博士前期課程、後期課程の入学定員の適正化を図

り、博士後期課程の入学者の確保に努めている。 

 

基準５ 教育内容及び方法 

＜学士課程＞ 

本学は、「技術に堪能（かんのう）なる士君子」の養成という開学以来の基本理念に基づき、幅広い教養を持ち、

創造性豊かな高度専門技術者の養成を目的として教育研究を行っている。この基本理念に基づき、各学部・学科

の学習・教育目標が定められ、教養教育を学びつつ、高学年次に向けて徐々に専門科目を学ぶくさび型教育体系

を採っている。 

教養科目では、英語を必修、独語、中国語、仏語等の新修外国語を選択必修とし、自然科学系科目、工学基礎

科目の主要科目を必修、あるいは選択必修とし、専門科目では各学部・学科・コースの学習・教育目標に沿った

講義、演習、実験、実習が配置され、主要科目を必修あるいは選択必修として指定しており、教養教育と専門教

育の卒業要件単位数のバランスも適切なものとなっている。これらのカリキュラムは、情報工学部では JABEE 認

証を取得し、工学部ではその基準を意識して編成されており、専門科目については学習系統を理解させるため、

各学部・学科・コースの授業科目系統図を明示している。 

教育課程については、学生のニーズや学術の発展動向、社会の要請等に配慮する努力を継続して行っており、

平成 20 年度の工学部改組に伴う教育課程の再編、単位互換、インターンシップの単位認定化、教員免許等の資格

取得を可能とするカリキュラムを編成しており、高専等からの３年次編入学も実施している。また、演習、実験、

実習における TA の重点的配置、少人数教育、PBL 科目、フィールド型科目の配置など、教育効果を高めるよう工
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夫している。 

シラバスについては、授業概要、授業計画、評価方法、オフィスアワー等を明記し、履修計画、自学自習に活

用できるように配慮するとともに、図書館、教室等の時間外開放、ｅ-ラーニング教材の整備など、自学自習を促

している。 

成績評価や卒業認定基準もシラバスやウェブサイト等を通じて周知するとともに、答案等の評価資料について

も評価の公正さを担保するため保管し、評価の疑義に対しては異議申し立てを制度化している。 

 

＜大学院課程＞ 

本学の基本理念に基づき、各学府・研究科の学習・教育目標を定めており、これらの目標に沿って共通科目、

専門科目が配置されており、授業科目の系統図が明示されている。 

教育課程については、学生のニーズや社会等からの要請に応じて、他研究分野を学んで入学した学生に配慮し

たイミグラント科目、ベンチャービジネスや企業経営に関連する MOT 科目、国際コミュニケーション能力を背景

とした外国語科目を配置し、他大学との単位互換、インターンシップの単位化を実施している。 

多くの授業を少人数で実施しており、大学院 GP を活用し、修了後の出口に配慮した「モジュール積み上げ方式

の分野横断型コース」、他研究室に出向いて異分野の知識や技術を身に付ける「出稽古修行型の分野横断研鑽シス

テム」、国際的な感覚を養わせる「グローバル研究マインド強化教育プログラム」、修士論文に代えてプロジェク

ト研究を課す新しい教育課程等を各学府・研究科の実情に応じて実施している。また、歯学と工学融合した学際

的教育研究分野の連携歯工学教育プログラム、戦略的大学連携支援事業に採択されたカーエレクトロニクス教育

プログラムの大学院連携教育を実施している。更に、学習効果を高める短期集中型講義形態をとるクォーター制

科目を運用している。 

シラバスについては、学士課程に準じて作成されており、研究指導については、個々の学生の志望、能力等に

応じて研究計画の下に、主指導教員及び副指導教員（又はグループ）によりきめ細かな研究指導が行われ、中間

発表を経て、学位論文の作成が行われている。また、指導者としての教育訓練を積むため TA に、若手研究者とし

ての研究能力を育成するため RA として積極的に雇用し、その能力を育成するとともに、国内外の学会発表を推奨

し、その旅費を支援している。 

学位論文審査基準は、各学府・研究科の学位審査に関する内規により適切な審査体制が整備され、学位論文の

評価基準はウェブサイト等で周知して、厳正な審査を実施している。また、論文審査委員会等への学外有識者の

参加を奨励し、公平性を確保するよう努めている。 

 

基準６ 教育の成果 

本学では、学部学生について、各学部・学科の学習・教育目標に対応した学生自身の学習達成度を認識して自

己評価に基づく学修意識の改革を進めているほか、卒業生・修了生や卒業生・修了生の就職先企業を対象にアン

ケート調査を継続して実施し、カリキュラム編成の見直しの参考としている。 

 学部卒業生の約 60％が大学院へ進学し、卒業生の就職希望者の約 80％、修了生の就職希望者の殆どが製造業又

は情報通信業へ就職し、就職率も約 98％と高く、就職先企業等から就職状況は極めて良好である。また、卒業生・

修了生が対象の教育成果等に係るアンケート結果では、専門教育で身につけた学力・資質・能力について「教育

効果がある」としたものが 80％以上と満足度が高い。更に、卒業生・修了生の就職先企業が対象のアンケート結

果では、本学出身者が「優れている」、「やや優れている」との評価が 80％以上に上昇しており、「劣っている」

は僅少との評価を受けている。これらを総合的に判断すると教育効果、成果が上がっており、高度技術者養成と

いう本学の学習・教育目標は達成されている。 
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基準７ 学生支援等 

学部・大学院とも新入生オリエンテーションを実施し、修学、学生生活に必要な事項を学生便覧等により説明

しており、学部学生については、コース分け等の段階でガイダンスを実施している。 

学部の学習支援体制については、オフィスアワーを実施するとともに、学年担当教員等と複数の指導教員を配

置し、学生の学習成果自己評価シートにより年２回の面談を行い、指導している。また、指導教員と、学年担当

教員、学生相談員、保健センターの学校医、臨床心理士が連携する指導体制を整備している。 

特別な支援を行う学生として、成績不振者、外国人留学生、社会人学生、身障者があげられる。成績不振学生

については、出席情報からの早期発見体制、保証人への成績通知等により対応し、外国人留学生については、日

本語教育カリキュラムや日本語の補講により学習支援を行うとともに、チューターを配置して生活支援等を行っ

ている。また、社会人学生については、一部科目の夜間開講や長期履修制度の導入など、履修形態の弾力化を図

っている。更に、障害のある学生については、車いす・身障者用トイレ等を設置するとともに、避難訓練の際に

は、身障者の所属する研究室に対して、人力による非常時搬送訓練を実施している。 

自学自習環境については、図書館、情報学習プラザ、ｅ-ラーニング教材の整備等により支援している。 

学生の課外活動については、公認のサークルには顧問教員を置くとともに、学生支援課で要望を聴取している。

また、鳥人間コンテスト、学生フォーミュラ等の技術系競技会や地域と連携した環境プロジェクト等のものづく

りや夢のある活動に対し、必要な経費、施設を支援している。 

学生の相談体制については、保健センターの学校医、臨床心理士（常勤及び非常勤）、相談員、指導教員・学年

担当教員が連携をとる体制を整備し、進路相談については、就職指導教員、キャリアセンターがその任に当たっ

ている。  

学生の経済面の支援については、入学料免除、授業料免除、日本学生支援機構等の奨学金の斡旋のほか、成績

優秀者の授業料特別免除、TA・RA により、経済的支援を行っている。また、外国人留学生については、職員有志

による外国人留学生後援会が組織され、緊急時の貸付制度等の支援を実施している。 

 

基準８ 施設・設備 

施設の有効活用はスペ－ス管理システムを通じて教育研究スペ－スの有効利用と、それに伴い生み出される原

資を活用し、施設の維持や整備を実施している。 

また、バリアフリ－化については、耐震補強等大型の改修工事や年次計画よる学内営繕工事においてスロ－プ・ 

自動扉・トイレ・エレベ－タ－の整備・改修工事により継続的に実施している。 

ICT 環境については、授業用パソコン、自学自習用パソコンの確保、これらの夜間解放、無線 LAN など、学生

の自学自習を支援するネットワーク環境も整備しており、また、学生に対して、利用の手引きの配布や利用案内

等の情報提供を行うなど、整備し、有効に活用されている。 

附属図書館の資料等は、図書、学術雑誌、視聴覚資料、電子ジャーナルのほかに、学術情報データベースが整

備されている。 

図書資料については、各学科の情報化推進委員による選定、シラバスに掲載している図書やリクエスト図書、

選書ツアーやバーチャル選書による選書、館員による選書、ベストセラー図書の整備により、バランスの良い蔵

書構成に努めている。また、選書ツアー及びバーチャル選書を平成 20 年度に初めて実施し、戸畑、飯塚、若松各

キャンパスから延べ 35 人の参加があり、計 365 冊が選書され、特設コーナーへの展示及び図書館ウェブサイトで

の広報を行った結果、参加者へのアンケートからも大変好評だったので今後も継続する計画である。 

また、視聴覚資料整備費により、毎年計画的に整備を図っており、DVD・ビデオ資料や TOEIC 学習図書、ビデオ

オンデマンド資料の導入によって特に語学学習用資料の充実を図るとともに、ビデオオンデマンド資料をリレー

セミナーの教材としたり、SAPL 資料や英字オンライン新聞を教材とするなど、視聴覚資料の授業への活用を図っ
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ている。 

更に、平成 17 年度より本館(戸畑）・分館(飯塚)の所蔵資料の相互取寄せを受付けており、所蔵資料の貸出・返

却をどちらの図書館でも可能とする運用体制を行うとともに、若松の生命体工学研究科からの貸出希望について

は、従来より本館、分館から迅速に配送する体制をとっている。また、雑誌論文の複写物についても従来より配

送する体制をとっているが、図書館システムのマイライブラリ導入によって複写依頼の状況が照会できるように

するなど、利用者サービスの充実に努めている。 

学術情報データベースの整備においては、従来独自のプラットフォームから提供されていた INSPEC を Web of 

Science と同じ Web of Knowledge のプラットフォームに統一し、シームレスに利用できるよう、従来 CD-ROM 版

であった Journal of Citation Report をウェブ版に変え、Web of Science と一体として利用できるよう利便性

の向上を図っている。 

また、リポジトリに関しては平成 20 年度より教員情報データベースとの連携機能の運用も開始し、コンテンツ

の拡充を行っている。それに伴いアクセス数が急増し、本学の研究成果の発信において多大な成果を挙げている。

現在は過去から現在までの研究成果を網羅的に収集し、発信するため、紀要論文及び学位論文の遡及登録に取り

組んでいる。 

 

基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 

教育の活動を示すシラバス、履修科目の成績等の学籍データ、教育委員会等の議事要旨等については事務局で、

また、成績評価に利用した答案やレポート等は、各学部・学科、各学府・研究科・専攻あるいは教員が、JABEE

基準に準じ、かつ、本学法人文書管理規程に則して保管するよう措置している。 

学生による授業評価については、全授業科目において実施しており、分析結果を教員にフィードバックし、授

業内容の改善や授業公開に努めているほか、大学院にも授業評価を拡充している。また、情報工学部では教員の

表彰制度を導入しており、被表彰者は授業を公開し、他の教員の授業改善に協力するとともに、「より良い授業を

するためのヒント集」の作成に協力している。更に、教育職員の教育研究活動等の一層の活性化を図り、質的向

上を図ることを目的として平成 18 年度より教育職員評価を実施し（３年に１度実施）、改善を要する者には改善

計画書の提出を求めるとともに、優良な者については賞与への反映を行っている。 

学外関係者の意見の聴取については、経営協議会の学外有識者委員等に意見を求めるとともに、卒業生・修了

生の就職先企業等へアンケートを行うなど、教育の質の向上、改善に活かしている。 

FD 活動については、各部局の教育委員会等において組織的に教育等の改善を進め、教育の質の向上や授業改善

に結びつけている。 

また、教育支援者である技術職員については技術研究会を実施し、教育補助者については TA マニュアルによる

説明会及び技術指導等を実施しており、教育活動の質の向上を図っている。 

 

基準 10 財務 

資産の保有については、資産及び負債の状況を分析し、監査法人による監査結果を踏まえ大学の目的に沿った

教育研究活動を安定して遂行できる資産を有している。 

 経常的収入の確保については、学生数の確保に努め、安定的な収入を確保するとともに、外部資金についても

収入額を増やしている。 

 収支計画等については、予算、収支計画、資産計画を策定し、学内諸会議を経て学長が決定し、文部科学大臣

から認可を受けている。また、収支計画等については、ウェブサイトにおいて関係者に明示している。 

 収支の状況については、短期借り入れは行わず、当期総利益を計上していることから支出超過とはなっていな

い。 
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 資源配分については、人件費を除いた比率として、教育研究費 84%、管理的経費 16%となっており、教育研究活

動に適切に配分されている。 

 財務諸表等の公表については、国立大学法人法の規定に基づき公示するとともに、ウェブサイトに掲載してい

る。 

 会計監査等については、内部監査及び監事監査を本法人の監査規程等に基づき実施するとともに、監査の結果

を大学運営の改善に活用している。また、会計監査人による監査を適切に実施している。 

 

基準 11 管理運営 

学長のリーダーシップの下、学長直轄の戦略会議（企画）、経営企画会議を設置し、大学の「基本理念」、「基本

方針」及び「アクション・プラン」を策定し、これらの具体的な経営方針に則り、機動的かつ効率的な組織運営

を推進している。 

事務組織は、学長・各理事・副学長（事務局長を含む）の下、企画・立案・管理運営及び教育研究支援を担当

している１部・８課・５室・４学部系事務部で構成し、適切な規模と機能を持っている。 

関係者のニーズの把握については、構成員には意見箱を設置しており、学生に対しては学生生活実態調査を実

施してニーズを把握している。また、経営協議会、外部評価委員会、国立大学法人評価委員会による学外有識者

の指摘を踏まえ、改善に向けた対応を図っており、管理運営の改善のための取り組みを行っている。 

監事は、関係諸規程に基づき監事監査を行っており、指摘された事項について法人運営の改善として活用し、

その見直しの方策についての検討を行っている。 

管理運営に関わる職員の資質向上のための研修は、規程に職員の研修機会の提供に努めることを定め、管理運

営に関わる職員を含めて長期的視点に立った全学的・組織的な研修を行っている。 

自己点検・評価は、データベースにおいて根拠資料やデータ収集、分析を行い、自己点検・評価作業等に活用

しており、その評価結果に基づき平成 19 年度には外部評価委員会において外部評価を行い検証を行った。なお、

各種評価結果についてはウェブサイトを通して学内外に広く公表している。 

以上のように、大学の目的を達成するために、機動的な運営が行われており、大学の管理運営体制が機能して

いる。 



九州工業大学 

2-(23)-56 

ⅳ 自己評価書等 

 

 対象大学から提出された自己評価書本文については、機構ウェブサイト（評価事業）に掲載しておりますので

ご参照下さい。 

 なお、自己評価書の別添として提出された資料の一覧については、次ページ以降の「ⅴ 自己評価書に添付さ

れた資料一覧」をご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

機構ホームページ  http://www.niad.ac.jp/ 

 

  自己評価書     http://www.niad.ac.jp/sub_hyouka/ninsyou/hyoukahou201003/ 

daigaku/no6_1_1_jiko_kyushukou_d201003.pdf 
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ⅴ 自己評価書に添付された資料一覧 

 

基 準 資料番号 根拠資料・データ名 

基準１ １－１－①－１ 

１－１－②－１ 

１－２－①－１ 

１－２－①－２ 

平成20年度大学概要（「人財育成への取組」より） 

平成20年度大学概要（「人財育成への取組」より） 

平成20年度大学概要（「人財育成への取組」より） 

平成21年度新入生オリエンテーションスケジュール 

基準２ ２－１－①－１ 

２－１－②－１ 

２－１－②－２ 

２－１－②－３ 

２－１－②－４ 

２－１－②－５ 

２－１－②－６ 

２－１－②－７ 

２－１－②－８ 

２－１－②－９ 

２－１－③－１ 

２－２－①－１ 

２－２－②－１ 

２－２－②－２ 

２－２－②－３ 

２－２－②－４ 

２－２－②－５ 

２－２－②－６ 

２－２－②－７ 

２－２－②－８ 

２－２－②－９ 

２－２－②－10 

２－２－②－11 

２－２－②－12 

２－２－②－13 

２－２－②－14 

２－２－②－15 

２－２－②－16 

２－２－②－17 

大学院・学部改組計画について 

工学部教務委員会内規 

情報工学部教育委員会内規 

情報工学部学務委員会内規 

工学府・工学部教育運営改善会議内規 

情報工学部教育改善委員会要項 

ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）委員会要項（情報工学部） 

ＴＯＥＩＣ受験の推奨・単位認定化（工学部）（学生便覧Ｐ28～30より） 

ＴＯＥＩＣ受験の義務化（情報工学部） 

ＴＯＥＩＣ受験料の補助 

大学院・学部改組計画について 

教育研究評議会議事次第（平成21年３月２日） 

工学部教務委員会内規 

工学府学務委員会内規 

工学府・工学部教育方法等開発委員会内規 

工学府・工学部教育運営改善会議内規 

工学研究院部局評価委員会内規 

教職課程教育実施運営委員会要項 

情報工学部教育委員会内規 

情報工学部学務委員会内規 

情報工学府大学院委員会内規 

情報工学研究院部局評価委員会内規 

情報工学部教育改善委員会要項 

ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）委員会要項（情報工学部） 

情報工学部ＪＡＢＥＥ対応委員会要項 

教職課程運営委員会要項 

基礎実験運営員会要項 

生命体工学研究科教授会に置く専門部会等に関する要項（第６条（学務専門部会）） 

生命体工学研究科部局評価委員会内規 

基準３ ３－１－①－１ 

３－１－①－２ 

３－１－①－３ 

工学部教務委員会内規 

大学院・学部改組計画について 

学長裁量ポストの活用について 
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３－１－②－１ 

３－１－⑤－１ 

３－１－⑤－２ 

３－２－①－１ 

３－２－②－１ 

３－３－①－１ 

主要な授業科目の担当状況 

人材登用活性化制度 

公募制の導入（ウェブサイトによる公募の例） 

教育研究業績書 

平成19年度Lectures of the Yearの結果 

教員の研究分野と授業科目（教育内容）との関連 

基準４ ４－１－①－１ 

４－１－①－２ 

４－１－①－３ 

４－１－①－４ 

４－２－①－１ 

４－２－①－２ 

４－２－①－３ 

４－２－①－４ 

４－２－①－５ 

４－２－①－６ 

４－２－①－７ 

４－２－②－１ 

４－２－②－２ 

４－２－②－３ 

４－２－②－４ 

４－２－②－５ 

４－２－②－６ 

４－２－②－７ 

４－２－②－８ 

４－２－③－１ 

４－２－③－２ 

４－２－③－３ 

４－２－③－４ 

４－２－③－５ 

４－２－③－６ 

４－２－③－７ 

４－２－④－１ 

４－２－④－２ 

４－２－④－３ 

４－３－①－１ 

４－３－①－２ 

学位授与基準 

教育方針 

平成21年度入学者選抜要項（Ｐ19、20） 

平成21年度学生募集要項（Ｐ23～25） 

平成21年度学生募集要項（抜粋） 

平成21年度推薦入学学生募集要項（抜粋） 

平成21年度帰国子女特別選抜募集要項（抜粋） 

平成21年度博士前期課程学生募集要項（抜粋） 

平成21年度博士後期課程学生募集要項（抜粋） 

平成21年度博士前期課程学生募集要項（推薦選抜）（抜粋） 

飛び入学制度（工学府・情報工学府博士前期課程学生募集要項 出願資格（７）より） 

平成21年度私費外国人留学生募集要項（Ｐ22～25） 

平成21年度私費外国人留学生募集要項（抜粋） 

平成21年度博士前期課程学生募集要項（外国人留学生特別選抜）（抜粋） 

平成21年度博士後期課程学生募集要項（外国人留学生特別選抜）（抜粋） 

フランス・ロレーヌ国立工科大学との共同学位プログラム入学者選抜について（抜粋） 

平成21年度博士前期課程学生募集要項（社会人特別選抜）（抜粋） 

平成21年度博士後期課程学生募集要項（社会人特別選抜）（抜粋） 

平成21年度編入学学生募集要項（抜粋） 

学部入学試験出題・採点等専門部会要項 

工学部入学試験委員会内規 

情報工学部入学試験委員会内規 

大学院入学試験専門部会要項 

工学府入学試験委員会内規 

情報工学府大学院委員会内規 

生命体工学研究科教授会に置く専門部会等に関する要項（第５条（入試専門部会）） 

学部入学者選抜方法研究専門部会要項 

入試情報データと入学後の成績データの相関の調査結果 

新入生アンケート結果（工学部機械知能工学科の例） 

平均入学定員充足率計算表 

大学院・学部改組計画について 

基準５ ５－１－②－１ 

５－１－②－２ 

大学院・学部改組計画について 

学部・大学院連携授業（学生便覧Ｐ65より） 
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５－１－②－３ 

５－１－②－４ 

５－１－③－１ 

５－１－③－２ 

５－１－③－３ 

５－２－①－１ 

５－２－①－２ 

５－２－③－１ 

５－２－③－２ 

５－２－③－３ 

５－３－①－１ 

５－４－①－１ 

５－４－②－１ 

５－４－②－２ 

５－４－②－３ 

 

５－４－②－４ 

５－５－①－１ 

５－７－①－１ 

５－７－②－１ 

５－７－③－１ 

技術者倫理、情報倫理及び知的財産関係の授業科目について（学生便覧Ｐ96より） 

各種資格の取得について（学生便覧Ｐ74、154より） 

学生自身の達成度評価による学修意識改革 

e-ラーニング教材整備授業科目一覧 

ＶＯＤ（ビデオオンデマンド）の整備状況 

少人数教育の実施について 

フィールド型の授業科目について（現代ＧＰの概要より） 

学生自身の達成度評価による学修意識改革 

e-ラーニング教材整備授業科目一覧 

ＶＯＤ（ビデオオンデマンド）の整備状況 

平成21年度新入生オリエンテーションスケジュール 

「課程Ｂ」のカリキュラムについて 

ダブルディグリー協定書 

「課程Ｂ」のカリキュラムについて 

「北九州学術研究都市連携大学院によるカーエレクトロニクス高度専門人材育成拠点の形

成」事業 

遠隔教育による単位互換に関する協定書 

講義、演習、実験、実習科目の配置一覧（生命体工学研究科生体機能専攻の例） 

平成21年度新入生オリエンテーションスケジュール 

工学府の博士の学位審査に関する取扱内規 

工学府の博士の学位審査に関する取扱内規（第９条） 

基準６ ６－１－①－１ 

６－１－①－２ 

６－１－①－３ 

６－１－①－４ 

教育成果等に係るアンケート項目（①就職先企業対象、②卒業・修了生対象） 

ＴＯＥＩＣ受験の推奨・単位認定化（工学部） 

ＴＯＥＩＣ受験の義務化（情報工学部） 

ＴＯＥＩＣ受験料の補助 

基準７ ７－１－①－１ 

７－１－①－２ 

７－１－②－１ 

７－１－②－２ 

７－１－④－１ 

７－１－④－２ 

７－２－①－１ 

７－２－①－２ 

７－２－①－３ 

７－２－①－４ 

７－３－①－１ 

７－３－①－２ 

７－３－①－３ 

７－３－①－４ 

平成21年度新入生オリエンテーションスケジュール 

教育コース分け、研究室配属のガイダンス 

オフィスアワーの実施（シラバスの作成要領より） 

学生相談員に関する実施要項 

日本語の補講 

平成21年度入学者選抜要項（Ｐ15 Ⅶ.障害を有する入学志願者の事前相談について） 

ＶＯＤ（ビデオオンデマンド）の整備状況 

e-ラーニング教材整備授業科目一覧 

e-ラーニングの活用理念と指針 

オフィスアワーの実施（シラバスの作成要領より） 

学生相談員に関する実施要項 

臨床心理士と学生相談員間の報告検討会 

平成21年度新入生オリエンテーションスケジュール 

平成21年度キャンパス・ハラスメント相談員名簿 
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７－３－③－１ 入学料及び授業料免除の実績 

基準８ ８－１－①－１ 

８－１－②－１ 

８－１－③－１ 

スペース管理システム 

利用の手引き 

学生生活案内（施設の利用方法） 

基準９ ９－１－②－１ 

９－１－②－２ 

９－１－②－３ 

９－１－②－４ 

９－１－③－１ 

９－１－③－２ 

９－１－③－３ 

９－１－③－４ 

９－１－③－５ 

９－１－④－１ 

９－１－④－２ 

９－２－①－１ 

９－２－①－２ 

９－２－①－３ 

９－２－①－４ 

９－２－①－５ 

９－２－①－６ 

９－２－①－７ 

９－２－②－１ 

平成19年度Lectures of the Yearの結果 

授業公開（工学部、工学府）（平成19年度工学部自己点検・評価報告書Ｐ124、125より） 

工学部教務委員会内規 

情報工学部教育委員会内規 

経営協議会の学外有識者委員からの意見を法人運営の改善に活用した、主な取組事例 

大学院・学部改組計画について 

ＴＯＥＩＣ受験の推奨・単位認定化（工学部） 

ＴＯＥＩＣ受験の義務化（情報工学部） 

ＴＯＥＩＣ受験料の補助 

平成19年度Lectures of the Yearの結果 

授業公開（工学部、工学府） 

工学府・工学部教育方法等開発委員会内規 

ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）委員会要項（情報工学部） 

ＴＯＥＩＣ自己学習教材の受入れ状況 

ＴＯＥＩＣ受験の推奨・単位認定化（工学部） 

ＴＯＥＩＣ受験の義務化（情報工学部） 

ＴＯＥＩＣ受験料の補助 

少人数教育の実施について 

ＴＡマニュアル 

基準10 10－１－①－１ 

10－１－①－２ 

10－１－②－１ 

10－１－②－２ 

10－２－①－１ 

10－２－①－２ 

10－２－②－１ 

10－２－②－２ 

10－２－③－１ 

10－２－③－２ 

10－３－①－１ 

10－３－②－１ 

10－３－②－２ 

10－３－②－３ 

10－３－②－４ 

10－３－②－５ 

法人設立時賃借対照表 

平成20年度賃借対照表 

平成20年度決算報告書 

文部科学省令（国立大学等の授業料その他の費用に関する省令（第２条）） 

中期目標・中期計画（平成16～21年度）における予算、収支計画及び資金計画 

年度計画（平成20年度）における予算、収支計画及び資金計画 

平成20年度損益計算書 

中期目標・中期計画一覧表（Ⅶ 短期借入金の限度額） 

経営協議会議事次第（平成20年３月17日） 

役員会議事次第（平成20年４月２日） 

官報（平成20年９月29日付） 

内部監査計画（会計処理関係業務監査について）（抜粋） 

監事監査計画 

内部監査報告書（会計処理関係業務監査について）（抜粋） 

監事監査報告書 

独立監査人の監査報告書 
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基準11 11－１－①－１ 

11－１－①－２ 

11－１－①－３ 

11－１－③－１ 

11－１－④－１ 

11－１－④－２ 

11－３－③－１ 

役員会、経営協議会及び教育研究評議会名簿 

学長特別補佐要項 

九州工業大学における危機管理体制に関する要項 

「意見箱」に寄せられた意見への対応 

監事監査計画 

監事監査報告書 

大学院・学部改組計画について 
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